
プログラム集プログラム集
日本地域看護学会第27回学術集会日本地域看護学会第27回学術集会

地域看護の
ソーシャル
イノベーション

－
地

域
社

会の包容力を高める看護の挑戦
－

AER
（アエル）

宮城県仙台市青葉区中央1丁目3-1  （JR仙台駅よりペデストリアンデッキ直結 徒歩2分）

学術集会長 大森純子
東北大学大学院医学系研究科 教授

副学術集会長 浦山美輪
東北大学病院 副院長・看護部長

会場

現地開催

Web開催

会期

5～6F   仙台市中小企業活性化センター
21 F  　 TKPガーデンシティ仙台

2024年 6月29日　土     30日　日
～ 8月 31日　



ご挨拶 

地域看護のソーシャルイノベーション―地域社会の包容力を高める看護の挑戦― 

日本地域看護学会第２７回学術集会は 2024 年６月２９日から８月末日まで杜の都･仙台発信のハイ

ブリッドで開催します。東北地方初開催となる学術集会のメインテーマは、『地域看護のソーシャルイノ

ベーション―地域社会の包容力を高める看護の挑戦―』を掲げます。 

現在、最先端技術をあらゆる社会生活に取り入れ、新たな価値を創造し、誰もが快適で活力に満ちた

質の高い生活を送ることができる人間中心の未来社会 Society5.0 構想が動き出しています。目指す

のは、年齢や障害を問わず社会参加を可能にし、少子高齢化や過疎化の地域課題の克服に挑む社会

の変革（ソーシャルイノベーション）を通じ、誰もが希望を持てる社会、世代を超えて互いに尊重しあえる

社会、一人一人が快適に活躍できる社会の実現です。 

イノベーションには、物事の新しい見方や捉え方、新たな視点の入れ方や思考の切り口をさす新機軸

と、新しいアイデアや技術から社会的意義や価値を生み出す活動の二つの意味があります。人々の生

活の質を支える地域看護は、どのような新機軸をもち、どのような社会的意義や新たな価値を生み出す

活動を展開できるのか。未来志向で議論する時機です。最先端技術を利活用し、人間中心の包摂的コ

ミュニティの時代を牽引できるか、私たち地域看護のソーシャルイノベーションにかかっています。

人口減少･超高齢少子社会の先進地域、東北地方では、急速に進む過疎化や自治組織の終活など

人々の生活の質にかかわる課題に住民と共に向き合い、新しい考え方や発想を基に新たな意義や価値

を創出する活動が展開されています。第 27回学術集会では、一般演題１２６題、ワークショップ９題を迎

え、地域社会の包容力を高める看護の挑戦について議論します。１日目は地域看護の新機軸と諸活動

を共有し、２日目はオンラインセッション（ラウンドテーブル式口演）に集い参加者間で意見交換します。 

参加者間の学び合いがそれぞれの立場で実践、教育、研究を推進する熱量となり、個人の気づきや

閃きが連鎖して地域看護学の新たな価値創造の活動を生み出す“地域看護のソーシャルイノベーション”

の原動力になることを祈念します。なお、本会では多様性の尊重や未来志向の体現をねらい、公私に多

忙な方々にも参加しやすいオンラインを併用し、若手座長を中心に参加型で２日間のプログラムを進行

します。８月までの２ヵ月間、何度でもWEBサイトを訪れ、学際交流を満喫していただければ幸いです。 

本会の開催にあたり、趣意にご賛同いただいた行政、職能団体、企業等法人、ならびに賛同者の方々

より、多くのご支援を賜りました。ご後援と協賛に心より感謝申し上げます。誠にありがとうございます。 

日本地域看護学会第２７回学術集会 

学術集会長 大森 純子 （東北大学大学院医学系研究科 教授） 

副学術集会長 浦山 美輪 （東北大学病院 副院長・看護部長） 

事務局 東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 教職員一同 
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5階 6階
第 1会場
多目的ホール

仙台市中小企業活性化センター

第 4 会場
セミナールーム1

第 3 会場
セミナールーム 2B

第 2 会場
セミナールーム 2A

  9：40 ～10：00 開会式
　　　  　  学術集会長講演
地域看護のソーシャルイノベーション
－地域社会の包容力を高める看護の挑戦－

10：35～11：25

10：00 ～10：30

基調講演 1
地域看護のソーシャル
イノベーションを掲げて 
～地域看護の未来と可能性

11：30 ～12：20

基調講演 2
地元に根を張る地域看護

12：30 ～13：20

会員報告会・表彰式

15：10 ～16：30

ワークショップ 2-1
プレイバックシアター×

へルスヒューマニティズ×地域看護
―互いのストーリーから学びあう共感性あ
るコミュニティづくりを目指して―

15：20 ～16：40
ワークショップ 3-1
看護基礎教育における
ダブルケアラー支援の教育
医療専門職による育児と介護の
ダブルケアラー支援団体

DC NETWORKと一緒に考える

16：50 ～18：10

ワークショップ 2-2
在宅生活支援のための事例検討会
における見取り図活用の提案
事例検討会を体験してみよう！

17：00 ～18：20

ワークショップ 3-2
「人々を惹きつける」

保健師×AI の特定保健指導
システムを一緒に考えよう

18：30 ～19：50

ワークショップ 2-3
認知症高齢者の生活支援って

どうしていますか？
～地域包括支援センター保健師職の

交流会活動を通して～

18：40 ～19：40

拡大編集委員会

15：00 ～20：30

15：00 ～17：00
銘菓アワー

17：00 ～19：30
軽食アワー

19：30 ～20：30
名酒アワー

学術交流
茶話会

13：30 ～14：50

理事会企画セミナー
地域看護学・公衆衛生看護学・
在宅看護学の看護基礎教育の

今後に向けて：
地域看護関連合同委員会より

15：00 ～16：30

特別鼎談
地域社会と共に変革する看護

16：40 ～18：10

シンポジウム
地域社会の未来を変える看護
－その人らしい育ち・子育てを
応援するソーシャルキャピタル－

18：20 ～19：55

リレートーク
地域社会の変容を起こす看護
－鶴ケ谷地区における地区保健活動と
それを包含する地区住民の活動－

第 1日目 6月 29日（土） 日本地域看護学会第27回学術集会
会場：AER (アエル)
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21階
第 5 会場
ホール 21A

TKP ガーデンシティ仙台

第 8 会場
ホール 21D

第 7 会場
ホール 21C

第 6 会場
ホール 21B

13：00 ～14：00
教育講演１

住民の生活を支える看護拠点
～看護小規模多機能型居宅介護の

現状と事例紹介～

14：10 ～15：10

教育講演 2
住民と育てる地域医療マインド

15：20 ～16：20

教育講演 3
住民と共に歩む復興の道のり

13：05～14：05

研究セミナー１
疫学研究×地域看護

エビデンスに基づくヘルスケアを目指して

14：15～15：15
研究セミナー2
AI情報科学×地域看護

地域医療とAI 
‒ AIが地域医療に貢献できること

13：25～14：45

オンラインワークショップ
地域看護における人材育成や
組織マネジメント力を高めること

について語り合おう
～現職者による大学院での学びを通して～

15：00 ～16：20

次世代育成推進委員会
ワークショップ

「引き出しあい、つながる場」
～こんなことやってみたいを
共有しませんか？～

16：40 ～18：00

実践促進委員会
ワークショップ

当事者×実践者×研究者＝
みんなで作る質の高い実践！

18：20 ～19：40
健康危機支援委員会
ワークショップ

復旧・復興の過程で生じる
移動と地域社会とのつながり
～能登半島地震を対象に

GIS（地理情報システム）を用いて～

15：25～16：25
研究セミナー3
ロボット工学×地域看護

共創する未来：
福祉ロボットと地域看護のシナジー

16：30 ～17：30

教育講演 4
多文化共生を叶える文化的能力

17：40 ～18：40

教育講演 5
地域ケアを支える
地元ナースの養成

16：35～17：35

教育講演 6
地域ケアを司る

訪問看護の人材育成

13：30 ～19：55

第1会場
サテライト会場

第 1日目 6月 29日（土） 日本地域看護学会第27回学術集会
会場：AER (アエル)
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5階 6階
第 1会場
多目的ホール

仙台市中小企業活性化センター

第 4 会場
セミナールーム1

第 3 会場
セミナールーム 2B

第 2 会場
セミナールーム 2A

10：00 ～10：50

口演 第1群（オンライン・セッション）
看護管理・人材育成・キャリア支援１

11：00 ～11：40
口演 第5群（オンライン・セッション）
看護管理・人材育成・キャリア支援2

13：00 ～13：40
口演 第 9群（オンライン・セッション）
看護管理・人材育成・キャリア支援3

14：00 ～14：40
口演 第12群（オンライン・セッション）

精神保健・看護

11：00 ～11：40
口演 第 8群（オンライン・セッション）

高齢者保健・介護予防 2

13：00 ～13：40
口演 第11群（オンライン・セッション）

障害児・者支援

10：00 ～10：50

口演 第 2群（オンライン・セッション）
地域包括ケア・協働・連携

10：00 ～10：50

口演 第 3群（オンライン・セッション）
在宅ケア・在宅移行支援

11：00 ～11：50

口演 第 6群（オンライン・セッション）
地域づくり・ソーシャルキャピタル

13：00 ～13：50
口演 第10群（オンライン・セッション）

地域包括ケア・協働・連携／
地域づくり・ソーシャルキャピタル

15：00 ～15：40
口演 第17群（オンライン・セッション）

思春期保健・学校保健

15：00 ～15：50

口演 第16群（オンライン・セッション）
健康づくり・ヘルスプロモーション

11：00 ～11：50

口演 第 7群（オンライン・セッション）
訪問看護・ケアマネジメント

10：00 ～10：50

口演 第 4群（オンライン・セッション）
高齢者保健・介護予防 1

14：00 ～14：50
口演 第13群（オンライン・セッション）

産業保健・職域保健／
健康づくり・ヘルスプロモーション

14：00 ～14：50

口演 第14群（オンライン・セッション）
子育て支援・虐待予防

15：00 ～15：50

口演 第15群（オンライン・セッション）
健康危機管理

16：00 ～16：30
閉会式・優秀演題表彰式

一般演題口演（オンライン・セッション）のパブリックビューイングについて
仙台市中小企業活性化センターをパブリックビューイング会場とします。

※会場スペースに限りがありますので、できるだけ現地には来場せず、別所からオンラインでのご参加をお勧めします。

一般演題口演（オンライン・セッション）の進行について
発表は1演題 8分、質疑（演題群の全発表終了後、全体ディスカッション）は15分です。
※ 一般演題口演（オンライン・セッション）は座長、発表者、参加者がオンライン上（Zoom）に集うセッションです。
※ 質疑（ディスカッション）では発表への質問・対応に加え、その領域の発展につながるような意見交換を行います。
※ 発表のみ後日オンデマンド配信します。質疑（ディスカッション）のオンデマンド配信はありません。

第 2日目 6月 30日（日） 日本地域看護学会第27回学術集会
会場：AER (アエル)
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現地会場へのアクセス 
 

 

 

仙台市中小企業活性化センター および 

TKPガーデンシティ仙台 

AER(アエル) 【5～6F】 および 【21F】 

〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央 1-3-1 

 

 

＜アクセス＞ 

JR仙台駅西口 2F出口より徒歩２分 （ペデストリアンデッキにて直結） 

地下鉄東西線・南北線 仙台駅北７または北８出口より徒歩３分 

  TKPガーデンシティ仙台 アクセスページ 

https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gc-sendai/access/ 

 

 

 

仙台駅西口を出て右側、PARCOの奥にある、近隣で最も背の高い建物です 

当日の受付、および第 1会場は AER 5階 です 

 

仙台駅周辺には「TKP」が複数ありますが、AER内の 

TKPガーデンシティ仙台が会場となりますので、ご注意ください。  

仙台駅 西口 
PARCO 

AER（会場）  
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5・6階へ移動する際は 商業施設入口付近のシースルーエレベーターをご利用ください。 

21階へ移動する際は、オフィス棟の奥のエレベーターをご利用ください。 

 

● 5・6階から 21階の移動／21階から５・6階への移動 

2階に戻り、2階から目的のフロアへ移動してください。 

＜その他の移動方法＞ 

・ 5・6階から 21階の移動 

5・6階からオフィス棟のエレベーターに乗ることもできますが、20階で乗り換えが

必要になります。 

・ 21階から５・6階への移動 

21階から 20階へ階段やエレベーターで移動したあと、20階のエレベーターで５・

6階へ移動することもできます。  

エスカレーター

EV

EV
ホール

EV
ホール

仙
台
駅
西
口

AER 2F

PARCO

2Ｆ ペデストリアンデッキ経由

21階へ 20階まで 

❹→ 

オフィス棟 

入口 

5・6階へ 

（ｼｰｽﾙｰｴﾚﾍﾞｰﾀｰ） 

21階へ（奥） 

20階まで 

❶ 建物入口 

❷ 

❸ 

❹ エレベーター 

ホール前 
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EV

EV EV

EV

EV
便所

貸室

階段 階段

便所
（Ｍ）

（Ｆ）

給湯室

EV

会場備品ストック 会場備品ストック

会場配置図

5F仙台市中小企業
活性化センター

6F
仙台市中小企業
活性化センター

21FTKPガーデン
シティ仙台

トイレが少ないため、
20階・30階のトイレも利用
できます。
（トイレの横に階段があります）

5・6階と21階間の移動方法
2階に戻り、エレベーターを乗り換え、
もしくは
20階でエレベーターを乗り換えし、
目的のフロアへ移動してください。

Ⓐ オフィス棟エレベーター：20階まで
Ⓑ シースルーエレベーター ：6階まで
Ⓒ エスカレーター：6階まで
 （1～5階は10時まで動きません）
Ⓓ 20～30階用エレベーター：
1・2 階・20～30 階のみ

第１会場
多目的ホール

第２会場
セミナールーム2A

第３会場
セミナールーム2B

第４会場
セミナールーム1

第５会場
ホール21A

第６会場
ホール21B

第７会場
ホール21C

第8会場
ホール21D

カンファレンス
ルームE

カンファレンス
ルームF

クローク・総合受付

掲示板・チラシ置き場

E
VE

V

E
V

オフィス棟エレベーター（20階まで）

1・2階・20～30階用エレベーター

E
VE

V

６
階
ま
で

E
V

A

オフィス棟エレベーター（20階まで）A

B

C

C

D

６
階
ま
で

B
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ご参加の皆様へ 
 

 

現地・オンライン 共通のご案内 

１．開催期間・会場 

当学術集会は、現地会場および Web 上にて開催するハイブリッド形式です。 

 

【会場開催】 

会期 ： 202４年６月２９日（土）～６月３０日（日） 

会場 ： AER(アエル) （〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央 1-3-1） 

 5～6F 仙台市中小企業活性化センター / 21F TKP ガーデンシティ仙台 

 

【オンライン開催】 

会期 ： 202４年６月２９日（土）～８月３１日（土） 

会場 ： オンライン開催ページ https://jachn2７.online.yupia.net/ 

 

 

２．プログラム別開催方法 

プログラムにより、現地開催、ライブ配信、オンデマンド配信の有無が異なります。 

詳細は次ページの表をご参照ください。 

 

なお、一般演題（示説）については６月２８日より配信開始予定です。 

その他のプログラムについては現地会場での実施内容を録画して配信するため、準備ができ次

第配信を開始します。現地開催から 1 週間程度お待ちください。 

 

 ※ 「ライブ配信」 と 「オンデマンド配信」 について 

Zoom などで、その時間に実施されているものがリアルタイムに配信されるものを 

「ライブ配信」といいます。 

これに対してオンデマンド配信は、Web ページに動画などを掲載しておくことで、配信

期間内の好きな時間に、いつでも何回でも、ご自身の都合に合わせて視聴ができます。 
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開催方法一覧 

 

 

ハイブリッド開催の詳細についてはホームページをご参照ください。 

https://jachn27.yupia.net/hybrid.html 

  

プログラム名 現地開催 ライブ配信

事後

オンデマンド配信

（8月末まで）

開会式・学術集会長講演 ● ● ●

基調講演１，２ ● ● ●

特別鼎談 ● ● ●

シンポジウム ● ● ●

リレートーク ● ● ●

教育講演１～６ ● ●

研究セミナー１～３ ● ●

会員報告会・表彰式 ● ● ●

理事会企画セミナー ● ● ●

オンデマンド共催セミナー ●

一般演題　口演（２日目）

（オンライン･セッション）

○

会場でもZoom

視聴・登壇可

●

Zoomにて発表
●

一般演題　示説

（動画オンデマンド発表）
●

ワークショップ（１日目）

●

オンラインWSは

Zoom開催の様子を

会場で上映

○

オンラインWS

および

委員会企画WS

のみ

○

世話人の

希望により
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３．領収書・参加証・名札 

領収書は、入金確認のメール内にある URL からダウンロードが可能です。 

参加証と名札については、現地開催の数日前にプレオープンする「オンライン開催ページ」でダウ

ンロードが可能です。 

領収書の宛名変更が必要な場合や別書式をご希望の方は、運営事務局までご相談ください。 

領収書・参加証・名札は、必ずオンデマンド配信期間（8 月 31 日まで）にダウンロードをお願い

します。 

 

４．講演集 

講演集は基本的に PDF 発行です。 

すべての参加者が、参加証・名札と同様に、オンライン開催ページでダウンロードできます。 

印刷版の冊子をご希望の場合、別途購入が可能です。ホームページの「参加申込」ページ内にあ

る購入申込フォームからお申込みいただくか、現地会場の総合受付にてお求めください。なお、冊

子が売り切れとなった場合には増刷のお時間をいただきますこと、ご了承ください。 

 

５．表彰演題 

以下の演題を優秀演題賞として決定いたしました。 

6 月 30 日（日）の閉会式にて、表彰式を行います。 

 

 

  

演題番号 筆頭者 タイトル

O-01-2 佐藤 太一 保健師の職場内教育（OJT）としての事例検討会を推進するための
ガイドブックの有効性の検証　質的データを用いて

O-09-3 中川 葵唯 未就学児を養育する女性看護職の仕事と育児を両立することによる
心理的成長に関する横断的観察研究

O-12-2 森 紘子 被災者のこころのケア
13年の関わりを通して支援者に伝えたいこと

O-15-1 鬼塚 美玲 厳冬期災害時の避難所を想定した非常食に関する調査研究

P-01-8 有本 梓 都市部在住の乳幼児を育てる母親における
孤独感とソーシャルサポートの関連
－サポート源とサポートニーズに着目して－

P-04-4 大西 真衣 シニア向けオンライン運動プログラムの社会実装に向けた
段階的な取り組みの報告
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６．権利侵害についてのご注意 

発表については、発表者に著作権や肖像権等の権利があります。発表者に許可なく撮影や録音

をしたり、画面のスクリーンショットを撮ったりすることは権利侵害にあたりますのですべて禁止

いたします。撮影・録音等を行っていることが明らかとなった場合には、それ以降の学術集会への

参加をお断りいたします。十分にご留意ください。 

なお、Web 上に配布資料が設置されている場合はダウンロードが可能です。ダウンロードした

資料の内容を引用・参照する場合は必ず引用・参照元を明記してください。 

 

７．撮影・記録について 

学術集会では腕章をつけたスタッフや許可を受けた取材者が撮影を行います。 

また、日本地域看護学会 次世代育成推進委員会では若手の会員加入を促進するため、学会に

関する動画を撮影・編集し YouTube にて公開しています。そのため本学術集会でも肖像権や著

作権に配慮しつつ撮影を行います。 

ご不明な点がございましたら、腕章をつけた委員会スタッフまでお問い合わせください。 
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現地参加のご案内 

１．受付場所と受付時間 

 受付場所 ： 中小企業活性化センター５階 展示スペース１ 「総合受付」 

 受付時間 ： ６月 29 日（土） 9:10～１８:00 

  ６月 30 日（日） ９:30～1５:０0 

 

２．受付方法 

【事前にオンラインで参加登録・支払いをされた方へ】 

・ 窓口での受付は不要です。 

オンライン開催ページでダウンロードできる名札をご自身で印刷してご持参ください。 

・ 受付付近に名札ケースを用意しています。ケース内に名札を入れてご着用ください。 

（カラー印刷が難しい方、当日お忘れの方は総合受付にお申し出ください。） 

【当日申込をされる方へ】 

・ できるだけ事前にオンラインで参加登録・お支払いをお願いいたします。 

難しい場合には当日「総合受付」で当日受付をいたします。 

ただし、会場での参加登録にはお時間をいただきますことをご了承ください。 

・ 会場でのお支払いにはクレジットカードや一部の電子マネー、QR コード決済が利用可

能です。できるだけ現金でのお支払いは避けてください。 

現金でお支払いの場合は、おつりのないように参加費をご用意ください。 

 

３．クローク 

５階の総合受付の隣にクロークを設置いたしますが、なるべくご宿泊先のクロークや駅の

ロッカーなどのご利用をお願いいたします。なお、貴重品はお預かりできません。 

時間内のお引き取りをお願いいたします。 

時間 ： ６月 29 日（土） 9：10～２０：00 

６月 30 日（日） 9：30～16：40 

 

４．飲食について 

＜昼食＞ 

昼食のご用意はございません。 

会場は仙台駅至近ですので、多数の飲食施設がございます。ぜひ足を延ばしていただ

き、仙台の味覚をお楽しみいただけましたら幸いです。 

ご持参いただいた昼食は、第２・第３会場にて、空いている時間に召し上がっていただ

くことができます。ごみ箱の設置はございません。ごみはお持ち帰りください。 
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＜自販機コーナー＞ 

5 階、6 階に自販機コーナーがあります。 

自販機コーナーでのお食事は禁止されておりますのでご注意ください。 

＜学術交流茶話会＞ 

飲食物の提供があります。詳細は以下の項をご参照ください。 

 

５．学術交流茶話会 

同じ分野の仲間づくりや悩み相談、他分野との情報交流など、学術交流のための茶話会

を開催します。開催時間中の入退室は自由です。お気軽にご参加ください。 

 参加費 ： 無料 （学術集会参加者限定） 

日 時 ： 6 月 29 日（土） 1５:00～20:30 

１５：００～１７：００ 銘菓アワー 

17：00～１9：３０ 軽食アワー 

１9：３０～20：３０ 名酒アワー 

入室時に関心領域のシールなどを身に着けていただく予定です。 

会場入口でご案内いたします。 

皆様のお住まいの地域の銘菓や地酒などの持ち寄りを歓迎します。 

6 月 28 日（金）14‐16 時の時間指定で送っていただくこともできます。 

是非ご検討ください。 

その他詳細は学術集会サイトおよびチラシにてご確認ください。 

ご案内ページ https://jachn27.yupia.net/sanka.html#sawakai 

チラシ PDF  https://jachn27.yupia.net/pdf/JACHN27_sawakai.pdf 

 

６．学術集会中の会場における感染対策について 

・ 原則としてマスク着用をお願いいたします。 

・ 手指消毒液を設置しておりますので、こまめに手指消毒をお願いいたします。 

・ 37.5℃以上の発熱、咳やのどの痛みなどの症状がある方や全身倦怠感など体調がす

ぐれない方は、ご来場をお控えください。オンライン参加とする、またはお早めにご帰宅

いただくなど、自己管理をお願いいたします。 

 

７．お手洗いの利用について 

・ お手洗いの混雑が予想されます。 

特に TKP ガーデンシティ仙台２１階はトイレの個室数が少ないため、なるべく中小企業

活性化センター（５階・６階）のお手洗いをご利用ください。 

・ TKP ガーデンシティ仙台においては、２０階、および３０階のトイレも利用可能です。 

２１階から２０階への移動には、お手洗い横の階段もご利用いただけます。 
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８．その他 

・ 会場内は禁煙です。 

・ 会場内では携帯電話の電源を切るか、マナーモードにしてください。 

・ 荷物や衣類を置いて席を確保したままにすること（席とり）はご遠慮ください。 

・ 感染症の流行や災害等により学術集会の自粛が必要な場合、速やかに現地会場での学

術集会の中止を決定し、オンライン開催のみに切り替えます。この場合、学術集会ホー

ムページに緊急掲示するとともに、会場の入口等に掲示します。 
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オンライン参加のご案内 

１．オンライン開催ページ 

 

日本地域看護学会第２7 回学術集会 

オンライン開催ページ  

https://jachn2７.online.yupia.net/ 

 

 

 

・ Web 開催の会場は上記の「オンライン開催ページ」です。オンライン開催ページに、ライブ配

信の URL やオンデマンド配信の動画を掲載します。 

・ オンデマンド配信のみのプログラムは６月２９日より視聴可能です。会場開催の記録動画は

準備ができ次第掲載します。一週間程度お待ちください。 

・ オンライン開催ページは Google Chrome, Microsoft Edge の最新版で動作確認をし

ています。スマートフォンでもご覧いただけます。なお、Internet Explorer では正しい動

作が保証できません。 

・ オンライン開催ページは現地開催の数日前にプレオープンします。プレオープンしましたら

メールでご連絡しますので、現地開催・ライブ配信の前にログインをお試しください。 

・ 講演集、参加証・名札はこのページでダウンロードできます。開催期間内に必ずダウンロー

ドしてください。 

・ ログインページに表示されている留意事項についてご確認いただき、遵守する旨のチェック

を入れてログインしてください。 

・ 操作せずに６時間が経過するとログアウト状態になります。お手数ですが、再度ログインを

お願いいたします。 

 

２．ログイン情報 

・ オンライン開催ページにログインするためには、ID（参加登録番号）とパスワードが必要です。

ID とパスワードは参加登録時の「参加申込を完了しました」というメールに記載されていま

す。 

・ 入金確認ができていない場合はログインできません。 

・ ID とパスワードはご本人専用です。複数名でのご利用は避けてください。視聴する方は全

員参加登録及びお支払いの上、個別にログインをお願いいたします。 

・ 同じ PC から別の方が参加される場合は、一度ログアウトをして頂き、改めてご自身の ID

とパスワードでログインしてください。 

 

開催期間：2024年 6月 29日（土） ～ 8月 31日（土） 
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３．ライブ配信にご参加の方へ 

・ １日目の第１会場の開催の様子は Zoom ウェビナーにてライブ配信します。 

・ １日目の第６会場のプログラムと、２日目の口演（オンライン・セッション）のプログラムは

Zoom ミーティングにて配信・開催します。 

・ それぞれのライブ配信のリンク先は「ライブ配信」のページに掲載します。 

・ ウェビナーではご自身のビデオやマイクをオンにすることはできません。 

・ ミーティングではご自身のビデオやマイクをオンにして、双方向のやり取りをすることがで

きます。意見交換やグループワーク、質問等の際は、世話人や座長の指示に従ってください。 

 

【Zoom 利用についてのお願い】 

・ Zoom は必ず最新版に更新してください。 

https://zoom.us/download 

・ Zoom アプリケーションをインストールしてご利用いただくことをおすすめします。ブラ

ウザで利用することもできますが、映像や音声がスムーズに送受信できなかったり、一

部の機能が利用できなくなりますことをご了承ください。 

・ Zoom 利用にご不安がある場合は以下の手引きをご参照ください。接続テストができ

るリンク先も文書の最後に記載しています。 

 

＜Zoom 参加の手引き＞ ※手引き作成時から機能が更新されている場合があります 

スマホ版 https://www.yupia.net/tips/ZOOM_forMobile.pdf 

PC 版 https://www.yupia.net/tips/ZOOM_forPC.pdf 

 

４．メッセージボックス 

・ オンライン開催ページの中には「メッセージボックス」というページがあります。 

・ このページでは一般演題の掲示板においてやりとりされた質問・感想（後述）の履歴を表示

します。この表示内容は、ログインした方に個別の内容となります。 

・ 質問・感想や返信があった場合、発表者や質問の投稿者にメールが送信されます。メール不

要の場合はメールを受け取らない旨のチェックボックスにチェックを入れてください。 

 

５．オンデマンド配信へのリアクション 

各プログラムのページには、コメント欄や質問・感想掲示板を設置しており、一般演題では「拍手」

を押すことができます。ぜひ積極的にご活用ください。 

コメント欄や質問・感想掲示板への投稿内容について、事務局が不適切と判断した内容について

は削除させていただく場合がありますのでご了承ください。不適切な書き込みを発見した場合は、

速やかにお知らせください。 
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１） メインプログラム 

各プログラムにコメント欄を設置しています。 

投稿すると、ご自身の氏名と投稿時刻が自動的に表示され、公開されます。 

質問の書き込みも可能ですが、基本的には回答できませんことをご了承ください。 

 

 

２） 一般演題 

それぞれに「質問・感想」「拍手」のボタンを用意しています。ブラウザによっては正しく動作

しませんので、推奨ブラウザ（Google Chrome, Microsoft Edge）をご利用ください。 

 

 

（１） 質問・感想 

クリックすると該当演題の掲示板が開き、質問・感想を書き込むことができます。 

投稿すると、ご自身の氏名と投稿時刻が自動的に表示され、公開されます。発表者からの返

信に対してさらに返信を書き込むことも可能です。 

質問・感想の書き込みがある演題では、質問・感想ボタン上に丸印が表示されます。 

投稿履歴は各自のメッセージボックスのページで確認できます。 

 

発表者が回答する時間が必要ですので、ご質問はできるだけオンライン開催期間終了の５日

前までにお願いします。なお、回答がない場合もありますことをご了承ください。 

投稿内容は全ての参加者が閲覧できます。個人情報や公開不可の内容は記載しないようご

注意ください。 

  

（地域太郎：8/13-11:10） 

（看護花子：8/12-12:30） 
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（質問・感想ボタンをクリックした際の画面表示例） 

 

 

（２） 拍手 

手のマークが拍手ボタンです。何度でも押すことができます。 

押すと音が鳴ります。ページ内に拍手音のオン・オフの切り替えボタンがあります。 

「拍手」は匿名であり、誰が押したかはわかりません。 

 

６．注意事項 

講演・発表内容のスクリーンショットを撮ることや、撮影・録音を行うことは権利侵害となりま

すため、固く禁止いたします。スクリーンショットの撮影、その他撮影・録音等を行っていることが

明らかとなった場合には、それ以降の学術集会への参加をお断りいたします。 

 

  

（看護花子：8/23-12:30） 
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一般演題  発表者の方へ 
 

 

口演発表の方へ 

 

＜発表ファイルについて＞ 

・ ６月２７日（木）までに発表スライド（PowerPoint・音声不要）を事前提出の上、６月

30 日（日）に Zoom ミーティングを利用して、ご自身で口頭発表してください。 

・ 発表スライドの作成方法については、ホームページの「発表者・世話人の方へ」に掲載し

ている「口演発表の方へのご案内」（PDF）をご参照ください。 

＜現地会場での登壇申請をされた方へ＞ 

・ 事前に申請済みの方は、セッション開始時間の 20 分前までに「総合受付」にお越しくだ

さい。登壇場所をご案内します。 

・ 可能な限り、ご自身の PC、ヘッドセット・イヤホンをご持参ください。 

＜発表方法＞ 

・ セッション開始時間の５分前までには必ず Zoom にご入室いただき、当該セッション

の終了時間まで在室してください。  

・ 当日の ZoomURL は一般参加者と同じです。「オンライン開催ページ」  内の「ライブ

配信」のページから、ご自身の演題群の Zoom にご入室ください。 

・ 入室後、ご自身の氏名を「演題番号＋発表者名」に変更してください。 （例：O-40-1 

見本花子）  

・ 1 演題あたりの発表時間は８分（操作時間等含む）です。  

・ セッション内の全演題（３～４件）の発表終了後、質疑応答の時間（全体ディスカッショ 

ン・１５分程度）を設けますのでご対応ください。  

・ ご自身の発表および質疑応答の時間には、ビデオ、マイクを on にしてください。 

＜オンデマンド配信について＞ 

・ 現地での発表を Zoom にて録画し、オンデマンド配信期間中に配信します（質疑の部分

は配信しません）。 

・ 配信は準備ができ次第～8 月 31 日(土）までを予定しています。 

・ オンデマンド配信期間中、参加者は自由に発表ファイルを閲覧でき、コメントを書き込む

ことができます。可能な範囲で結構ですので、質問への回答などのご対応をお願いいた

します。なお、投稿内容は他の参加者にも公開されますため、個人情報等は投稿しない

ようご注意ください。誹謗・中傷など、不適切な内容がある場合は、運営事務局にご連

絡ください。確認の上、削除対応いたします。 
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示説発表の方へ 

 

・ 事前に提出していただいた発表ファイル（動画）をオンデマンド配信期間中に配信します。 

ホームページの「発表者・世話人の方へ」に掲載している「示説発表の方へのご案内」

（PDF）を参照していただき、６月２２日（土）までに８分以内の動画ファイルのご提出を

お願いいたします。 

・ 配信期間は６月２９日（土）～８月３１日（土）までを予定しています。 

・ オンデマンド配信期間中、参加者は自由に発表ファイルを閲覧でき、コメントを書き込む

ことができます。可能な範囲で結構ですので、質問への回答などのご対応をお願いいた

します。なお、投稿内容は他の参加者にも公開されますため、個人情報等は投稿しない

ようご注意ください。誹謗・中傷など、不適切な内容がある場合は、運営事務局にご連

絡ください。確認の上、削除対応いたします。 
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一般演題  座長の方へ 
 

 

＜現地会場で登壇される方へ＞ 

・ ご担当のセッションの開始１５分前までに「総合受付」にて受付をお願いします。 

・ ご担当のセッションの開始１０分前までに各会場にお入りいただき、前のセッションの終

了後に会場スタッフにお声かけください。 

 

＜セッションについて＞ 

・ ご担当のセッションの開始１０分前までに Zoom に入室してください。 

・ 入室後はお名前を「第○群座長＋氏名」にご変更ください。 

（例：第２０群座長 看護花子） 

・ セッション開始時間となりましたら、セッションを開始してください。 

司会はおりませんので、先生のご発声で開始、進行をお願いいたします。 

・ 発表は 1 演題につき８分間です。７分、８分となりました際にチャットでお知らせします。

発表時間が長くなる場合は、手短にまとめていただくよう発表者への声掛けをお願いし

ます。 

・ セッション内の全員分の発表終了後、１５分間のディスカッションを実施してください。

発表演題への質疑応答のほか、当該セッション領域の発展につながるような意見交換を

歓迎します。 

・ 参加者からの質問・意見は、音声で受けても、チャットで受けても、いずれでも結構です

ので、その旨お声掛けください。また、適宜、チャット欄のご確認もお願いいたします。 

・ できるだけ時間通りにセッションが進行するようご協力をお願いいたします。 

ディスカッション終了後は、セッションの終了を宣言してください。 

 

※ セッションは Zoom 上で録画し、発表部分のみオンデマンド配信する予定です（質

疑は含みません）。録画に際しトラブルが発生した場合などは少々お待ちいただく場

合がございますこと、何卒ご了承ください。 
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委員会企画・ワークショップ世話人の方へ 
 

 

＜当日の受付と終了報告＞ 

・ 現地で開催する方は、開始時間の２０分前までに、５階総合受付にてワークショップ受付

をお願いします。トラブル時の連絡先などを記載した用紙をお渡しします。 

・ 終了後はお渡しした用紙に参加者数（概数）などをご記入いただき、スタッフにお渡しい

ただくか、総合受付にご返却ください。ご返却は当日のうちにお願いいたします。 

 

＜現地会場 室外の掲示について＞ 

・ 受付用として、部屋の外に机と椅子をご用意します。 

・ 部屋の入口壁面に、書き込み可能なホワイトボード（幅 40cm×高さ５２cm）があります。

また、ホワイトボードの立て看板（掲示面：幅２７cm×高さ８６cm）も利用できます。 

掲示物はホワイトボードにマグネットで掲示できます。テープの利用は禁止です。 

（壁面への貼り付けは厳禁です。壁面の保護にご留意ください。） 

 

＜現地会場 室内について＞ 

・ 開催会場はスクール形式（机と椅子がある形）です。 

机や椅子は動かしていただいても結構ですが、時間内に原状復帰をお願いいたします。 

・ 演者席にＰＣを１台ご用意します。HDMI 接続で会場のプロジェクター・スクリーンが使

用できます。 

・ ハイブリッド開催を行う第６会場は、会場のインターネットが利用できます（PC１０台ま

で）。接続情報は会場でご確認ください。また、音声がハウリングしないよう音響設定を

して演台のＰＣに会場音声を繋いでいます。演台のＰＣを変更される際はスタッフにお声

掛けください。 

・ マイクは有線２本（第６会場は３本）、ワイヤレス２本が利用できます。 

・ 上記以外の機器が必要な場合は原則として世話人がご準備ください。なお、持ち込み機

材･備品の破損･紛失が生じた場合でも、学術集会事務局では責任を負いかねます。 

・ 照明や音響の操作方法等については開始前にスタッフがご説明いたします。 

 

＜発表ファイル＞ 

・ 発表ファイルはウイルスチェックを済ませた USB メモリでご持参いただき、直接会場の

ＰＣに挿入してご利用ください。受付は不要です。 

・ レイアウト崩れを防ぐため、Windows 標準フォントを利用することをお勧めします。 

・ 開示すべき利益相反状態の有無や、有の場合はその詳細を入れてください。 

・ セッション終了後はご自身でＰＣからデータを削除してください。なお、データが残って

いる場合は、事務局にて消去いたします。 

 

 

 

22



＜運営・片づけ＞ 

・ 開催会場の準備・進行・片づけは全て世話人の方が行ってください。 

開催中は会場内にスタッフはおりません。 

・ 会場には、前のプログラム終了後に入場してください。 

・ 指定された時間内に片づけまで終了し、原状復帰して退出してください。終了後の休憩

時間には次のプログラムの方が準備できるよう、ご協力をお願いいたします。 

・ 企画中に使用した物品および配布物等は、会場に残さずすべてお持ち帰りください。 

 

＜ライブ配信について＞ 

・ Zoom 等はご自身で設定してください。事前にお知らせいただいた URL 等を、オンラ

イン開催ページの「ライブ配信」のページに掲載します。 

・ 当日の Zoom 等の立ち上げ、操作、録画等も、必要に応じてご自身でお願いいたします。 

・ ハイブリッド開催の場合、会場の参加者とオンライン上の参加者、それぞれに対しスライ

ド表示が必要となることにご留意ください。会場内でも、Zoom 等での見え方を確認さ

れることをお勧めします。お困りの際はオペレーターをお呼びください。 

 

＜オンデマンド配信について＞ 

・ 動画１件に限り、オンデマンド配信が可能です。申込時の登録内容にかかわらず、ご希望

があれば掲載できます。 

・ 掲載を希望する動画はクラウドサービスなどにアップし、ダウンロードできる URL を運

営事務局 jachn27@yupia.net にメールでお知らせください。３日以内に拝受のご

連絡をいたします。連絡がない場合は電話等でご確認ください。 

・ 動画はオンライン開催ページに順次掲載します。掲載後の変更は基本的にお受けできま

せんので、確定版をお知らせください。 
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プログラム一覧  
 

 

 

第 1日目 ６月２９日（土） 
 

 

 
 

開会式 第 1会場 （多目的ホール）  9:４0～10:00 
 

 

 
 
 

会長講演  第 1会場 （多目的ホール）  10:00～10:30 
 

 

地域看護のソーシャルイノベーション －地域社会の包容力を高める看護の挑戦－ 

講師 ： 大森 純子 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 教授） 

座長 ： 麻原 きよみ （大分県立看護科学大学 学長） 

 

 
 

基調講演 1 第 1会場 （多目的ホール）  10:35～11:25 
 

 

地域看護のソーシャルイノベーションを掲げて ～地域看護の未来と可能性 

講師 ： 秋山 正子 （（株）ケアーズ代表取締役 白十字訪問看護ステーション 統括所長 

    認定NPOマギーズ東京 共同代表理事 センター長） 

座長 ： 大森 純子 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 教授） 

 

 
 

基調講演 2 第 1会場 （多目的ホール）  11:30～12:20 
 

 

地元に根を張る地域看護 

講師 ： 中村 順子 （NPO法人ホームホスピス秋田） 

座長 ： 浦山 美輪 （東北大学病院 副院長･看護部長） 

 

 
 

会員報告会・表彰式 第 1会場 （多目的ホール）  12:30～13:20 
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理事会企画セミナー 第 1会場 （多目的ホール） 13:30～14:50 

地域看護学・公衆衛生看護学・在宅看護学の看護基礎教育の今後に向けて： 

地域看護関連合同委員会より 

話題提供者 ： 佐藤 紀子 （日本地域看護学会 理事・教育委員会委員長） 

岩本 里織 （日本公衆衛生看護学会 理事・教育委員会委員長） 

小野 若菜子 （日本在宅看護学会 理事） 

座長 ： 岸 恵美子 （日本地域看護学会 副理事長） 

河野 あゆみ （日本地域看護学会 副理事長） 

特別鼎談 第 1会場 （多目的ホール） 15:00～16：30 

シンポジウム 第 1会場 （多目的ホール） １6:40～18:10 

地域社会の未来を変える看護 

－その人らしい育ち・子育てを応援するソーシャルキャピタル－ 

シンポジスト ： 塩野 悦子 （東北福祉大学健康科学部 教授 / 宮城県助産師会 会長） 

小川 ゆみ （一般社団法人マザー・ウイング 代表理事 /  

 特定非営利活動法人子育て支援ARIママネット 理事長） 

遠山 裕湖 （宮城県医療的ケア児等相談支援センターちるふぁ センター長） 

座 長 ： 下山田 鮎美 （東北福祉大学健康科学部保健看護学科 教授） 

リレートーク 第 1会場 （多目的ホール） 18:20～19:55 

地域社会の変容を起こす看護 

－鶴ケ谷地区における地区保健活動とそれを包含する地区住民の活動－ 

講師 ： 千葉 良恵 （仙台市宮城野区保健福祉センター障害高齢課 主査 保健師） 

早坂 佳穂 （仙台市宮城野区保健福祉センター家庭健康課 保健師） 

遠藤 恵 （労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 

 仙台市鶴ケ谷東マイスクール児童館 館長） 

和知 洋子 （公益財団法人仙台市医療センター 仙台オープン病院 看護部長） 

芦澤 勝彦 （有限会社ひまわり手芸店 代表取締役） 

座長 ： 佐野 ゆり （仙台市健康福祉局保健衛生部健康政策課 課長） 

畑山 明美 （仙台市宮城野区保健福祉センター家庭健康課 課長） 
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地域社会と共に変革する看護 

講師 ： 浦山 美輪 

杉内 美佐子 

日向 園惠 

座長 ： 尾﨑 章子 

（東北大学病院 副院長･看護部長） 

（医療法人社団愛生会昭和病院 副院長･看護部長） 

（日本赤十字社石巻赤十字病院看護部 老人看護専門看護師） 

（東北大学大学院医学系研究科老年･在宅看護学分野 教授） 



 

教育講演 1 第 5会場 （ホール 21A）  13:00～14:00 
 

 

住民の生活を支える看護拠点～看護小規模多機能型居宅介護の現状と事例紹介～ 

講師 ： 小野 久惠 （有限会社あおい 代表取締役） 

 佐々木 浩幸 （有限会社あおい 事業推進部 部長） 

座長 ： 松永 篤志 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 助教） 

 

 
 

教育講演 2 第 5会場 （ホール 21A）  14:10～15:10 
 

 

住民と育てる地域医療マインド 

講師 ： 丸山 博行 （青森県立中央病院地域医療支援部 部長） 

座長 ： 北宮 千秋 （弘前大学大学院保健学研究科看護学領域 教授） 

 

 
 

教育講演 3 第 5会場 （ホール 21A）  15:20～16:20 
 

 

住民と共に歩む復興の道のり 

講師 ： 工藤 奈織美  （福島県双葉郡富岡町健康づくり課健康づくり係 係長） 

座長 ： 小澤 涼子  （天使大学大学院看護栄養学研究科公衆衛生看護学領域 准教授） 

 

 
 

教育講演 4 第 5会場 （ホール 21A）  16:30～17:30 
 

 

多文化共生を叶える文化的能力 

講師 ： 小笠原 理恵  （大阪大学大学院医学系研究科国際未来医療学講座 特任講師） 

座長 ： 中野 久美子  （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 助教） 

 

 
 

教育講演 5 第 5会場 （ホール 21A）  17:40～18:40 
 

 

地域ケアを支える地元ナースの養成 

講師 ： 菅原 京子 （山形県立保健医療大学保健医療学部看護学科地域看護学領域 教授） 

座長 ： 今野 浩之 （山形県立保健医療大学保健医療学部看護学科 准教授） 

 

 
 

教育講演 6 第 8会場 （ホール 21D）  16:35～17:35 
 

 

地域ケアを司る訪問看護の人材育成 

講師 ： 高橋 和子 （宮城大学看護学群在宅看護学 教授） 

座長 ： 松野 あやえ （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 学術研究員） 
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研究セミナー 1 第 8会場 （ホール 21D）  13:05～14:05 
 

 

疫学研究×地域看護 

エビデンスに基づくヘルスケアを目指して 

講師 ： 寳澤 篤 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野 教授） 

座長 ： 岩本 萌 （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 助教） 

 

 
 

研究セミナー 2 第 8会場 （ホール 21D）  14:15～15:15 
 

 

AI情報科学×地域看護 

地域医療と AI ‒ AIが地域医療に貢献できること 

講師 ： 岩﨑 淳也  （東北大学医学教育推進センター 講師） 

座長 ： 原 ゆかり  （東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 助教） 

 

 
 

研究セミナー 3 第 8会場 （ホール 21D）  15:25～16:25 
 

 

ロボット工学×地域看護 

共創する未来：福祉ロボットと地域看護のシナジー 

講師 ： 平田 泰久  （東北大学大学院工学研究科ロボティクス専攻 教授） 

座長 ： 江角 伸吾  （宮城大学看護学群地域看護学 准教授） 

 

 

 
 

委員会企画・ワークショップ  会場・時間は別紙一覧参照 
 

 

 
 

拡大編集委員会 第 3会場（セミナールーム 2B）  18:40～19:40 
 

 

 
 

学術交流茶話会 第 4会場 （セミナールーム 1）  １5:00～20:30 
 

 

15：00～17：00 銘菓アワー 

17：00～19：30 軽食アワー 

19：30～20：30 名酒アワー 
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第 2日目 ６月３０日（日） 
 

 

 
 

一般演題 口演 （オンライン・セッション）  Zoom 
 

※会場名表示はパブリックビューイング会場 

10:00～   
  

第 1群 看護管理・人材育成・キャリア支援１ 第 1会場 

第 2群 地域包括ケア・協働・連携 第 2会場 

第 3群 在宅ケア・在宅移行支援 第 3会場 

第 4群 高齢者保健・介護予防１ 第 4会場 

   

11:00～   
  

第 5群 看護管理・人材育成・キャリア支援２ 第 1会場 

第 6群 地域づくり・ソーシャルキャピタル 第 2会場 

第 7群 訪問看護・ケアマネジメント 第 3会場 

第 8群 高齢者保健・介護予防２ 第 4会場 

   

13:00～   
  

第 9群 看護管理・人材育成・キャリア支援３ 第 1会場 

第 10群 地域包括ケア・協働・連携／地域づくり・ソーシャルキャピタル 第 2会場 

第 11群 障害児・者支援 第 4会場 
   

14:00～   
  

第 12群 精神保健・看護 第 1会場 

第 13群 産業保健・職域保健／健康づくり・ヘルスプロモーション 第 2会場 

第 14群 子育て支援・虐待予防 第 4会場 

   

15:00～   
  

第 15群 健康危機管理 第 1会場 

第 16群 健康づくり・ヘルスプロモーション 第 2会場 

第 17群 思春期保健・学校保健 第 4会場 

 

 

 
 

閉会式・優秀演題表彰式 Zoom／第 1会場 （多目的ホール） 16:00～16:30 
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オンデマンド配信プログラム （２０２４年８月末まで配信） 
 

 

 
 

オンデマンド共催セミナー １ 
共催：東北大学 災害科学国際研究所  

 

 

学際的防災推進の重要性：防災コミュニケーションとインクルーシブ防災 

講師 ： 栗山 進一 （東北大学 災害科学国際研究所 所長） 

 福島 洋 （東北大学 災害科学国際研究所 准教授） 

 朴 慧晶 （東北大学 災害科学国際研究所 助教） 

 

 
 

オンデマンド共催セミナー ２ 
共催：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部  

 

 

女性ホルモンによる様々な困りごととその対応 ～医療、セルフケア、プラスα～ 

講師 ： 小川 真里子 （公立大学法人福島県立医科大学 

   ふくしま子ども・女性医療支援センター 産婦人科 特任教授） 

 

 
 

オンデマンド共催セミナー ３ 
共催：イオンライフ株式会社  

 

 

看護に役立つ終活の知識 ～想いをつなぐメッセージノートの活用～ 

講師 ： 谷 知也 （イオンライフ株式会社 CSサポート部長） 

 

※ 現地会場にてエンディングノートの提供あり（先着 500名） 

 

 

 

 
 

一般演題 示説 （動画オンデマンド発表） 
 

 

 

 

 

※ 上記のほか、準備が整い次第、メインプログラムの記録動画、一般演題口演（オンライン・セッション）

の発表記録動画、一部ワークショップの提出動画をオンデマンド配信します。 
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ワークショップ一覧  ６月２９日（土）開催  

 

★：当日ライブ配信予定 

 

オンラインワークショップ★ Zoom（パブリックビューイング：第 6会場） 13：25～14：45 
 

地域看護における人材育成や組織マネジメント力を高めることについて語り合おう 

～現職者による大学院での学びを通して～ 

杉田 由加里 1), 石丸 美奈 1), 飯野 理恵 1), 小宮山 日登美 2), 杉原 幸子 3),  

前田 由希子 4) 
1) 千葉大学大学院看護学研究院 2) 訪問看護ステーションひとみ 

3) 君津中央病院附属看護学校 4) 成田市福祉部障がい者福祉課 

 

 
 

次世代育成推進委員会ワークショップ★ 第 6会場（ホール 21B） 15：00～16：20 
 

次世代育成推進委員会主催「引き出しあい、つながる場」 

～こんなことやってみたいを共有しませんか？～ 

石丸 美奈 1), 川崎 涼子 2), 松井 理恵 3), 阿部 宏史 4), 佐藤 太一 1), 成瀬 昂 5), 

板谷 智也 6), 岡野 明美 7), 堀池 諒 8), 蔭山 正子 9) 
1) 千葉大学大学院 2) 長崎大学 3) 群馬大学大学院 4) 藍野大学 

5) SOMPO インスティチュート•プラス株式会社 6) 宮崎大学 7) 大阪公立大学 

8) 大阪医科薬科大学 9) 大阪大学 

 

 
 

実践促進委員会ワークショップ★ 第 6会場（ホール 21B） 16：40～18：00 
 

当事者×実践者×研究者＝みんなで作る質の高い実践！ 

ー日本地域看護学会 実践促進委員会企画 

田口 敦子 1), 秋山 正子 2), 石川 志麻 1), 浦山 美輪 3), 尾形 由起子 4),  

曽我 智子 5), 中村 順子 6), 三輪 恭子 7) 
1) 慶應義塾大学看護医療学部 2) 認定 NPO 法人マギーズ東京センター 

3) 東北大学病院 4) 福岡県立大学 5) 泉大津市地域包括支援センター 

6) ホームホスピス秋田  ホームホスピス秋田訪問看護ステーション 7) 大阪公立大学 

 

 
 

健康危機支援委員会ワークショップ★ 第 6会場（ホール 21B） 18：20～19：40 
 

復旧・復興の過程で生じる移動と地域社会とのつながり 

～能登半島地震を対象にGIS（地理情報システム）を用いて～ 

堀池 諒 1), 佐々木 亮平 2), 板谷 智也 3), 川口 奏子 4), 吉川 悦子 5),  

奥田 博子 6), 石田 千絵 5) 
1) 大阪医科薬科大学 2) 岩手医科大学 3) 宮崎大学 

4) 在宅看護研究センターLLP/日本在宅看護システム有限会社 

5) 日本赤十字看護大学 6) 国立保健医療科学院 
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ワークショップ 2-1 第 2会場（セミナールーム 2A） 15：10～16：30 

プレイバックシアター×へルスヒューマニティズ×地域看護 

ー互いのストーリーから学びあう共感性あるコミュニティづくりを目指してー 

岡田 麻里 1,11), 虫明 美喜 2,3,10), 虫明 元 4,10), 遠藤 裕太 5,10), 仙木 志依 6,10), 

秋山 陽香 7,10), 泉 飛羽 8,10), 笹木 瞳 9,10), 小林 秋恵 1) 
1) 香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科 2) 一般社団法人東北文化アカデミー

3) 宮城教育大学 4) 東北大学大学院医学系研究科 5) 宮城県栗原市市民生活部

6) 東北大学医学部保健学科放射線専攻 7) 宮城大学看護学群看護学類

8) 東北大学大学院医学部保健学科看護学専攻 9) 東北大学工学部

10) あおばプレイバックシアター 11) 劇団しましま

ワークショップ 2-2 第 2会場（セミナールーム 2A） 16：50～18：10 

在宅生活支援のための事例検討会における見取り図活用の提案 

事例検討会を体験してみよう！ 

工藤 恵子 1), 岩本 里織 2), 髙橋 郁子 1), 猪股 久美 1) 
1) 帝京平成大学ヒューマンケア学部 2) 神戸市看護大学看護学部

ワークショップ 2-3 第 2会場（セミナールーム 2A） 18：30～19：50 

認知症高齢者の生活支援ってどうしていますか？  

～地域包括支援センター保健師職の交流会活動を通して～ 

古賀 佳代子 1), 岡野 明美 2), 保母 恵 3), 曽我 智子 4), 森永 朗子 5) 
1) 福岡大学医学部看護学科 2) 大阪公立大学大学院看護学研究科

3) 駒沢女子大学看護学部看護学科 4) 泉大津市社会福祉協議会

5) 久留米大学医学部看護学科

ワークショップ 3-1 第 3会場（セミナールーム 2B） 15：20～16：40 

看護基礎教育におけるダブルケアラー支援の教育 

医療専門職による育児と介護のダブルケアラー支援団体 DC NETWORKと一緒に考える 

若松 千尋 1), 寺田 由紀子 2), 真溪 淳子 3), 栗田 真由美 4), 伊藤 佳美 5), 

生天目 禎子 1), 荒牧 順子 6), 渋谷 郁恵 2) 
1) 帝京大学医療技術学部 2) 帝京大学助産学専攻科 3) 仙台青葉学院大学看護学部

4) 静岡県立大学看護学部 5) 宮城大学看護学群

6) 佐賀県医療的ケア児支援センター(株式会社ドアーズ)

ワークショップ 3-2 第 3会場（セミナールーム 2B） 17：00～18：20 

「人々を惹きつける」保健師×AIの特定保健指導システムを一緒に考えよう 

中西 永子 1), 森本 雅和 2), 新居 学 2) 
1) 兵庫県立大学看護学部 2) 兵庫県立大学大学院工学研究科
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一般演題一覧  
 

◎：優秀演題 

 

口演 （オンライン・セッション） 
 

 

10:00～10:50  第 1 会場 

口演 第１群  看護管理・人材育成・キャリア支援１ 

座長： 森田 誠子 （日本赤十字秋田看護大学） 

O-01-1 社会的包摂を志向する保健師活動原理モデル普及の教育プログラムの考案 

松永 篤志 1), 都筑 千景 2), 山下 典子 3), 澤田 恵津子 3), 中野 久美子 1), 

岩本 萌 1), 原 ゆかり 1), 新家 静 3), 大森 純子 1) 
1) 東北大学大学院医学系研究科保健学専攻公衆衛生看護学分野 

2) 大阪公立大学大学院看護学研究科 3) 高槻市子ども未来部子ども保健課 

O-01-2◎ 保健師の職場内教育（OJT）としての事例検討会を推進するためのガイドブックの

有効性の検証  質的データを用いて 

佐藤 太一 
千葉大学国際高等研究基幹 

O-01-3 看護師経験を経て働く保健師の強みと、看護師経験との違いに関する質的記述的

研究 

友野 優梨 1), 岩本 萌 1), 中野 久美子 1), 松永 篤志 1), 原 ゆかり 1),  

津野 陽子 2) 
1) 東北大学大学院医学系研究科 2) 埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科 

O-01-4 予防活動に対して市町村中堅期保健師に求められる実践技術 

飯野 理恵 1), 宮﨑 美砂子 1), 佐藤 紀子 2), 杉田 由加里 1), 石丸 美奈 1), 

時田 礼子 3), 鈴木 悟子 4), 坂井 文乃 1), 佐藤 太一 5), 栗栖 千幸 6),  

土屋 裕子 7) 
1) 千葉大学大学院看護学研究院 2) 千葉県立保健医療大学 3) 東京情報大学看護学部 

4) 富山大学学術研究部医学系 5) 千葉大学国際高等研究基幹  

6) 亀田医療大学看護学研究科 7) 千葉科学大学看護学部 

 

10:00～10:50  第 2 会場 

口演 第２群  地域包括ケア・協働・連携 

座長： 寺本 健太 （晴海おとしより相談センター） 

O-02-1 地域包括支援センター看護職の研修受講の現状と研修ニーズ 

佐藤 太地, 井口 理 
日本赤十字看護大学看護学部 

O-02-2 委託型地域包括支援センターで働く熟練保健師が語る職業的魅力 

仙田 裕子 1,2), 門間 晶子 1), 尾崎 伊都子 1) 
1) 名古屋市立大学大学院看護学研究科 2) 一般財団法人名古屋市療養サービス事業団 
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O-02-3 A 病院地域包括ケア病棟看護師が捉えている「地域包括ケア」と看護師の持つ 

価値観・思考 

川森 淳子 
社会福祉法人恩賜財団済生会今治病院 

O-02-4 行政保健師が他者と共に支援を行う際の連携の成立に向けた行為の意志決定 

プロセス 

田中 亜紀 1), 石川 麻衣 2), 堀田 かおり 2), 松井 理恵 2), 佐藤 由美 2) 
1) 高崎市役所 2) 群馬大学大学院保健学研究科 

 

10:00～10:50  第 3 会場 

口演 第３群  在宅ケア・在宅移行支援 

座長： 佐藤 晃子 （東北福祉大学） 

O-03-1 中国語の対応可能なデイサービスを利用して在宅生活を送る中国帰国者の今と 

今後の生活に関する思い  質的研究 

YAN QIJUN 1), 田村 直子 2), 牛久保 美津子 3) 
1) 群馬大学大学院保健学研究科博士前期課程 

2) 高崎健康福祉大学 3) 群馬大学大学院保健学研究科 

O-03-2 療養が必要な高齢者が過疎地域で暮らし続けることの意味 

：栃木県の農山村におけるエスノグラフィー 

大森 史佳 1), 井口 理 2), 石田 千絵 2) 
1) 那須赤十字病院 2) 日本赤十字看護大学 

O-03-3 医療依存度が高い利用者の主介護者の生活の観点から考える看護小規模多機能型

居宅介護の利点 

橋本 舞子 1), 松永 篤志 2), 小野 久惠 3), 佐々木 浩幸 3), 大森 純子 2) 
1) 東北大学医学部保健学科看護学専攻 

2) 東北大学大学院医学系研究科保健学専攻公衆衛生看護学分野 3) 有限会社あおい 

O-03-4 在宅医療受療者における褥瘡の実態と認知症との関連―OHCARE 研究― 

森岡 千尋, 村上 尚子, 深田 悠花, 中村 千賀, 矢野 朋子, 奈古 由美子, 

呉代 華容, 木戸 倫子, 樺山 舞, 神出 計 
大阪大学医学系研究科保健学専攻 

 

10:00～10:50  第 4 会場 

口演 第４群  高齢者保健・介護予防１ 

座長： 岡野 明美 （大阪公立大学大学院） 

O-04-1 地域在住高齢男性が通いの場に参加した意図 

石田 和子 1), 山谷 麻由美 2), 嶋津 多恵子 2), 野尻 由香 2) 
1) 勝どきおとしより相談センター 2) 国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科 

O-04-2 地域在住の男性の自立高齢者が認識する自分らしい健康的な生活 

―フォトボイスの活用― 

堀田 かおり, 石川 麻衣, 佐藤 由美 
群馬大学大学院保健学研究科 

O-04-3 地域在住高齢者における健康に関する相談先と生活満足度の関連 

－フレイル別検討－ 

富永 優里 1), 木戸 倫子 1), Li Yaya 1), 聲高 英代 1), 西田 芽生 1),  

北村 明彦 2), 神出 計 1), 樺山 舞 1) 
1) 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 2) 八尾市保健所健康まちづくり科学センター 
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O-04-4 団地在住高齢者の被援助要請志向の実態とその関連要因 

吉田 裕美 1), 大澤 まどか 1), 赤塚 永貴 1), 岸下 洸一朗 2), 田口 敦子 1), 

伊藤 貴子 3), 岩瀬 牧子 3), 小澤 直美 3), 永田 幸子 3), 梶川 美月 3), 

中澤 寛美 3), 門脇 由美 3), 齋藤 修身 3) 
1) 慶應義塾大学看護医療学部 2) 慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科 

3) 横浜市栄区福祉保健センター福祉保健課 

 

11:00～11:40  第 1 会場 

口演 第５群  看護管理・人材育成・キャリア支援２ 

座長： 桂 晶子 （山形県立保健医療大学） 

O-05-1 看護職における職場選択理由の実態および職場選択に関連する個人要因の検討 

佐藤 香純 1), 原 ゆかり 2), 平山 英幸 2), 伊藤 里美 2), 大森 純子 2) 
1) 東北大学医学部 2) 東北大学大学院医学系研究科 

O-05-2 市町村の中堅期保健師がキャリア・プラトーを乗り越えた経験 

髙橋 愛実 1), 石川 麻衣 2), 松井 理恵 2), 堀田 かおり 2), 佐藤 由美 2) 
1) 高崎市役所保健医療部健康課健康づくり担当 2) 群馬大学保健学研究科 

O-05-3 看護職として働いていない人の退職理由と働くことに対して抱く希望 

後藤 花歩 1), 原 ゆかり 2), 平山 英幸 2), 伊藤 里美 2), 大森 純子 2) 
1) 東北大学医学部保健学科看護学専攻 2) 東北大学大学院医学系研究科 

 

11:00～11:50  第 2 会場 

口演 第６群  地域づくり・ソーシャルキャピタル 

座長： 松井 理恵 （群馬大学大学院） 

O-06-1 地域の独居高齢者を支援する民生委員のアドバンス・ケア・プランニングにつながる

体験 

福井 菜月 1), 清水 真由美 2), 関根 由紀 2) 
1) 鈴鹿市認知症初期集中支援チーム 2) 三重県立看護大学看護学部 

O-06-2 子育て世代による高齢者見守りの実態とその関連要因 

河野 瑠奈 1), 鳥居 順子 2), 入野 了士 2), 田中 美延里 2) 
1) 愛媛県立医療技術大学大学院保健医療学研究科看護学専攻 

2) 愛媛県立医療技術大学保健科学部看護学科 

O-06-3 地域で気軽に立ち寄れる居場所づくりを目指して 

飲食店と協働した暮らしの保健室 

西原 康平 1), 岡田 ゆみ 2) 
1) 訪問看護ステーション Aioi 2) 県立広島大学 保健福祉学部 

O-06-4 民生委員の子育て支援活動の実態ー委員の性別による困難さの比較ー 

神戸 玲, 五十嵐 久人, 高橋 宏子, 石田 史織 
信州大学医学部保健学科 
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11:00～11:50  第 3 会場 

口演 第７群  訪問看護・ケアマネジメント 

座長： 千葉 洋子 （宮城大学） 

O-07-1 自身の生活機能に対して自信のなさを表出している在宅認知症高齢者への 

かかわり－訪問看護師へのインタビュー調査－ 

梁瀬 夕菜 1), 清水 恵 1), 中本 五鈴 1), 前田 香苗 2), 尾﨑 章子 1) 
1) 東北大学大学院医学系研究科保健学専攻 老年・在宅看護学分野 

2) 公益社団法人 宮城県看護協会 青葉訪問看護ステーション 

O-07-2 訪問看護師による「ひきこもり在宅療養者家族」への支援の必要性の認識 

澤井 詩織 
長崎大学生命医科学域(保健学系）公衆衛生看護学分野 

O-07-3 大規模災害に備えた訪問看護における災害訓練の実施方法の企画・実施 

～IT 機器を活用したオンラインにおける訓練の可能性～ 

今野 知穂, 町田 理恵 
ソフィアメディ株式会社 

O-07-4 管理者の視点からとらえた訪問看護師の就業継続につながった職場サポート 

坂井 理恵 1), 吉川 悦子 2), 石田 千絵 2) 
1) 佐久総合病院訪問看護ステーション 2) 日本赤十字看護大学大学院 

 

11:00～11:40  第 4 会場 

口演 第８群  高齢者保健・介護予防２ 

座長： 阿部 宏史 （藍野大学） 

O-08-1 精神看護専門看護師による認知症看護外来の取り組み 

山口 陽子 
jcho京都鞍馬口医療センター 

O-08-2 地域社会における高齢者虐待に対する高齢者もしくは家族への介入の 

文献レビュー 

宍戸 智子 1), 佐藤 玲奈 2), 長谷川 莉子 2), 松永 篤志 2) 
1) 東北大学医学部保健学科看護学専攻 

2) 東北大学大学院医学系研究科保健学専攻公衆衛生看護学分野 

O-08-3 アドバンスケアプランニングを実現するための一歩を考える 

ー地域活動における大学・福祉の連携から 

山本 晴美 1), 松下 千保 2), 小野 隆 3), 田沼 寮子 1), 玉城 紫乃 1) 
1) 東都大学沼津ヒューマンケア学部 2) きせがわ地域包括支援センター 

3) 大岡地区社会福祉協議会 

 

13:00～13:40  第 1 会場 

口演 第９群  看護管理・人材育成・キャリア支援３ 

座長： 多喜代 健吾 （弘前大学大学院） 

O-09-1 看護職が職場に求める働き方のニーズに関する質的記述的研究 

會田 彩乃 1), 原 ゆかり 2), 平山 英幸 2), 伊藤 里美 2), 大森 純子 2) 
1) 東北大学医学部保健学科看護学専攻 2) 東北大学大学院医学系研究科 
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O-09-2 コロナ禍における市町村保健センターに所属する保健師のメンタルヘルスと 

レジリエンス、職業的アイデンティティおよび職務満足感との関連 

下村 ゆうき 1), 文 鐘聲 2) 
1) （元）畿央大学大学院健康科学研究科 2) 畿央大学大学院健康科学研究科 

O-09-3◎ 未就学児を養育する女性看護職の仕事と育児を両立することによる心理的成長に

関する横断的観察研究 

中川 葵唯 1), 原 ゆかり 1), 松永 篤志 1), 中野 久美子 1), 岩本 萌 1),  

津野 陽子 2), 大森 純子 1) 
1) 東北大学大学院医学系研究科 2) 埼玉県立大学健康開発学科 

 

13:00～13:50  第 2 会場 

口演 第１０群  地域包括ケア・協働・連携／地域づくり・ソーシャルキャピタル 

座長： 佐藤 太一 （千葉大学大学院） 

O-10-1 地域・在宅看護論実習での地域住民との交流の場を設けることの意義 

五十嵐 真理 1), 西山 和代 1), 橋本 有紀 1), 青山 恵介 1), 戸田 肇 2) 
1) 新潟薬科大学附属医療技術専門学校 2) 新潟薬科大学看護学部 

O-10-2 就労支援を受ける生活保護利用者を対象とした「おきらく会」開催の意義と課題 

谷山 牧 1), 保母 恵 1), 渡部 瑞穂 1), 岩上 さやか 1), 石村 珠美 1),  

藤田 千春 2) 
1) 国際医療福祉大学小田原保健医療学部 2) 杏林大学保健学部 

O-10-3 地域ケア個別会議の活用に対する居宅介護支援専門員の認識 

加川 結花 1), 野尻 由香 2), 嶋津 多恵子 2), 山谷 麻由美 2) 
1) 八王子市健康医療部保健対策課 2) 国際医療福祉大学大学院 

O-10-4 認知症を有する人との共生を目指した多様な主体の連携や協働に関する 

保健医療福祉職の研修ニーズ 

鈴木 悟子 1), 石丸 美奈 2), 岩瀬 靖子 2), 佐藤 太一 3), 井口 紗織 4),  

牛尾 裕子 5), 斎藤 美矢子 5), 村上 祐里香 5) 
1) 富山大学学術研究部医学系 2) 千葉大学大学院看護学研究院 

3) 千葉大学国際高等研究基幹 4) 千葉大学運営基盤機構 

5) 山口大学大学院医学系研究科保健学専攻 

 

13:00～13:40  第 4 会場 

口演 第１１群  障害児・者支援 

座長： 板谷 智也 （宮崎大学） 

O-11-1 小児レスパイト入院を受け入れる看護師への半構造化面接による一考察 

齋藤 香, 浮 宏子, 畑中 絵巳子 
東部地域病院 看護部 

O-11-2 保健師や医療機関と連携した医療的ケア児の在宅移行支援のスキームづくり 

～切れ目ない在宅移行支援を目指して佐賀県医療的ケア児支援センターの取り組み～ 

荒牧 順子, 山口 直子 
佐賀県医療的ケア児支援センター（株式会社ドアーズ） 

O-11-3 生活介護事業所における医療的ケア者受け入れの関連要因 

橋本 憲祐 1), 長谷川 美香 2) 
1) 加賀市役所市民健康部地域包括支援センター 

2) 福井大学医学系部門看護学領域看護学講座コミュニティ看護学 
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14:00～14:40  第 1 会場 

口演 第１２群  精神保健・看護 

座長： 川崎 涼子 （長崎大学大学院） 

O-12-1 パートナーが精神障がいを持つ夫婦の関係性の構築プロセス 

西谷 美理 1), 蔭山 正子 2), 前田 直 3) 
1) 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 2) 大阪大学高等共創研究院 

3) 医療法人社団碧水会長谷川病院 

O-12-2◎ 被災者のこころのケア 

13 年の関わりを通して支援者に伝えたいこと 

森 紘子 
前仙台市宮城野区保健福祉センター 障害高齢課 

O-12-3 コロナ禍における対人活動規制に伴い看護学部の新入生に生じたストレスとその

対処行動 

阿部 日向子 1), 石丸 美奈 2), 佐藤 太一 3), 岩瀬 靖子 2), 坂井 文乃 2) 
1) 前千葉大学看護学部看護学科 2) 千葉大学大学院看護学研究院 

3) 千葉大学国際高等研究基幹 

 

14:00～14:50  第 2 会場 

口演 第１３群  産業保健・職域保健／健康づくり・ヘルスプロモーション 

座長： 岩淵 光子 （岩手医科大学） 

O-13-1 治療と仕事を両立する労働者への産業看護職による継続的な支援の実際 

吉川 悦子 1), 安部 仁美 2) 
1) 日本赤十字看護大学 看護学部 2) 湘南医療大学 保健医療学部 

O-13-2 労働世代における歯科検診の定期受診の関連要因 

二宮 杏珠 1), 名越 恵美 2), 河畑 匡法 3) 
1) 岡山市 2) 岡山県立大学保健福祉学部看護学科 3) 川崎医療短期大学看護学科 

O-13-3 習慣的喫煙者における断煙成否の関連要因の検討 

無記名 Web アンケートによる横断調査 

白谷 佳恵 1), 嶋澤 順子 1), 水谷 真由美 2) 
1) 東京慈恵会医科大学大学院 2) 名古屋大学大学院 

O-13-4 特定保健指導の積極的支援対象者が行動変容に至った体験 

井上 恵里 1), 木村 愛 2) 
1) 武蔵野赤十字病院 2) 日本赤十字看護大学さいたま看護学部 

 

14:00～14:50  第 4 会場 

口演 第１４群  子育て支援・虐待予防 

座長： 坂東 志乃 （宮城大学） 

O-14-1 担当保健師による全ての子育て家族への継続支援と母親の育児状況との関連 

ポピュレーションアプローチの効果 

横山 美江 1), 緒方 靖恵 2), 畑中 陽子 3), 古荘 久実 3), 金岡 節子 3),  

鈴木 仁枝 3) 
1) 大阪公立大学大学院看護学研究科 2) 佛教大学保健医療技術学部看護学科 

3) 島田市健康づくり課 
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O-14-2 育児中の母親の社会的孤立の要因に関する文献検討 

笹木 ひとみ 1), 横山 美江 2) 
1) 大阪公立大学大学院看護学研究科博士後期課程 

2) 大阪公立大学大学院看護学研究科 

O-14-3 子育て世代包括支援センターに従事する助産師の切れ目ない支援における支援内容 

ー妊娠期から児が 1 歳頃迄の多職種連携に係る妊産婦等への支援内容ー 

三橋 寛子 1), 行田 智子 2), 大澤 真奈美 2) 
1) 前群馬県立県民健康科学大学大学院 看護学研究科 博士前期課程 

2) 群馬県立県民健康科学大学大学院 看護学研究科 

O-14-4 虐待死亡検証報告にみる 0 歳 16 事例への自治体・保健師の対応課題 

～実装研究統合枠組みを用いた分析～ 

阿波屋 咲季, 岡本 玲子, 小出 恵子 
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 

 

15:00～15:50  第 1 会場 

口演 第１５群  健康危機管理 

座長： 堀池 諒 （大阪医科薬科大学） 

O-15-1◎ 厳冬期災害時の避難所を想定した非常食に関する調査研究 

鬼塚 美玲, 市戸 優人 
札幌市立大学看護学部 

O-15-2 自主防災組織の活動に取り組む地域防災リーダーの防災哲学 

佐藤 仁美, 松永 篤志, 大森 純子 
東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 

O-15-3 令和 6 年能登半島地震の現地状況と活動報告 

板谷 智也 1), 小島 路生 2), 田中 純一 3), 堀池 諒 4), 佐々木 亮平 5),  

柴田 邦臣 6), 野口 晃 7), 平子 紘平 8), 佐無田 光 9), 中井 寿雄 10),  

田中 健太郎 11), 髙橋 裕太朗 12) 
1) 宮崎大学医学部看護学科 2) NGO Think Locally Act Globally 

3) 北陸学院大学社会学部社会学科 4) 大阪医科薬科大学看護学部 

5) 岩手医科大学全学教育推進機構教養教育センター  

6) 津田塾大学学芸学部国際関係学科 7) かがやき在宅診療所 

8) 金城大学総合経済学部総合経済学科 9) 金沢大学融合研究域融合科学系 

10) 高知県立大学看護学部看護学科  11) 大阪公立大学大学院看護学研究科地域看護学 

12) 金沢大学医薬保健研究域 

O-15-4 新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行前後における独居高齢者の認識と 

健康行動 

平田 由紀 1), 真継 和子 2) 
1) 大阪医科薬科大学訪問看護ステーション 2) 大阪医科薬科大学看護学部 

  

38



15:00～15:50  第 2 会場 

口演 第１６群  健康づくり・ヘルスプロモーション 

座長： 成瀬 昂 （SOMPO インスティチュートプラス株式会社） 

O-16-1 日本語版 Physical Activity Enjoyment Scale の成人を対象とした信頼性・

妥当性の検証 

中川 恵津子 1,2) 
1) 元甲南女子大学大学院看護学研究科博士前期課程 

2) 神戸市看護大学療養生活看護学領域在宅看護学分野 

O-16-2 米国アラスカ先住民に特徴的な健康の社会的決定要因（SDH）の検討 

中野 久美子 1), 佐藤 朱李 2), 岩本 萌 1), 大森 純子 1) 
1) 東北大学大学院医学系研究科 2) 東北大学医学部保健学科看護学専攻 

O-16-3 地方在住前期高齢者が捉える主観的健康感の判断理由 

中嶋 一弥 
長野保健医療大学大学院保健学研究科 

O-16-4 医療健康情報連携プラットホーム「リニエ ベイシス」の事業構想 

いつまでも健康を維持するための高齢者のヘルスリテラシー啓蒙事業の構想 

大田 義信 
事業構想大学院大学 事業構想研究科 事業構想専攻 

 

15:00～15:40  第 4 会場 

口演 第１７群  思春期保健・学校保健 

座長： 渥美 綾子 （東北福祉大学） 

O-17-1 10 代母親と家族の成長過程における ACE と PACE の影響 

―思春期・青年期の子を持つ母親へのインタビューから 

大川 聡子, 光井 朱美, 森田 理江, 海原 律子, 田中 規子, 堀内 寿美子 
関西医科大学看護学部 

O-17-2 離島中学生におけるヘルスリテラシー教育プログラムの効果 

健康教育と演劇ワークショップを活用したプログラム実施前後の評価 

當山 ちひろ, 田場 真由美 
名桜大学 人間健康学部 看護学科 

O-17-3 思春期の子どもをもつ親を対象とした家庭内性教育支援プログラムの有用性の評価 

市戸 優人 
札幌市立大学・看護学部 

  

39



 

示説 （動画オンデマンド発表） 
 

 

示説 第 1 群 子育て支援・虐待予防 

P-01-1 育児相談において保健師が母親の日常的意思決定を支援するプロセス 

百武 ひとみ 1), 麻原 きよみ 2) 
1) 松戸市健康医療部 2) 大分県立看護科学大学 

P-01-2 熟練助産師が褥婦の困りごとに対するアドバイスを行うために収集している情報 

～産後 2 週間健診で褥婦が意欲的な言動に繋がったと判断した例～ 

下田 瑳紀, 中島 梨奈, 上村 麻優子, 柴泉 富美子 
前橋赤十字病院 

P-01-3 乳幼児を持つ父親と母親におけるソーシャルネットワーキングサービスの利用と 

心理的苦痛の関連  育児不安感によるモデレーション効果 

大西 竜太 
富山県立大学看護学部 

P-01-4 看護職における妊産婦・乳幼児を持つ親に対するオンライン支援の実態 

新聞記事の分析より 

本田 順子 1), 保木 みか 2) 
1) 帝京科学大学医療科学部 2) 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科 

P-01-5 第１子の乳児を育てる父親のワーク・エンゲイジメントと仕事の資源との関連 

関 美雪, 柴田 亜希, 石﨑 順子, 伊草 綾香, 丹野 祐美, 黒澤 恭子 
埼玉県立大学保健医療福祉学部 

P-01-6 全国基礎自治体における父親への育児支援実施状況報告 

― 2020 年度に実施した調査との比較 ― 

高木 悦子 1), 足立 安正 2), 小崎 恭弘 3), 阿川 勇太 4), 丸山 佳代 5),  

竹原 健二 6) 
1) 帝京科学大学医療科学部看護学科 2) 摂南大学看護学部 

3) 大阪教育大学健康安全教育系教育学部教員養成課程家政教育部門 

4) 大阪総合保育大学児童保育学部乳児保育学科 

5) 東京医科歯科大学 大学院 保健衛生学研究科 

6) 国立成育医療研究センター  政策科学研究部 

P-01-7 全国基礎自治体における父親への育児支援実施状況報告 

― 既存の母子保健事業で行われる父親支援の内容とその実施に必要なこと ― 

足立 安正 1), 高木 悦子 2) 
1) 摂南大学看護学部 2) 帝京科学大学医療科学部 

P-01-8◎ 都市部在住の乳幼児を育てる母親における孤独感とソーシャルサポートの関連 

－サポート源とサポートニーズに着目して－ 

有本 梓, 伊藤 絵梨子, 岩田 由香 
横浜市立大学大学院医学研究科地域看護学分野 

P-01-9 母子健康手帳交付を受けた妊婦の満足感の実態とその関連 

手塚 美春, 森鍵 祐子, 赤間 由美 
山形大学医学部看護学科 

  

40



P-01-10 小学生の子を育てる母親の仕事と育児の両立に対する思い

横田 紗希 1), 河野 史歩 1), 佐藤 晴香 1), 川口 愛佳 1), 森口 夏美 1), 

青柳 道子 2), 深川 周平 2) 
1) 前札幌医科大学専攻科公衆衛生看護学専攻

2) 札幌医科大学専攻科公衆衛生看護学専攻

P-01-11 ヤングケアラーの実態と支援の課題に関する文献検討

太田 尚子 1), 山上 順矢 1), 菊池 美智子 1), 楠山 大暁 2) 
1) 青森中央学院大学看護学部 2) 青森中央学院大学経営法学部

P-01-12 里親等委託率が高い自治体調査からみえた里親支援

質問紙調査の自由記述の分析から 

富田 早苗 1), 石井 陽子 1), 池田 佐知子 2), 山本 茜 3) 
1) 川崎医療福祉大学保健看護学部保健看護学科 2) 西九州大学看護学部看護学科

3) 川崎医療福祉大学医療福祉学部医療福祉学科

P-01-13 幼稚園を拠点としたソーシャルキャピタルの醸成に関する一考察

首都圏郊外にあるニュータウンエリアの A 地区の例を通して 

三森 寧子 1), 多胡 ことね 2), 田口 敦子 2) 
1) 千葉大学教育学部 2) 慶應義塾大学 看護医療学部

示説 第 2 群 思春期保健・学校保健 

P-02-1 小学校における保健室登校児への養護教諭の活動 

国内文献レビュー 

山本 真実 
浜松医科大学医学部看護学科 

P-02-2 心の健康問題をもつ学齢期の若者を対象とした地域保健と学校保健の連携に 

よる支援  －養護教諭が認識する支援の現状と課題－ 

間戸 美恵 1), 塚崎 恵子 2), 上原 美子 3), 黒岩 あゆみ 4) 
1) 桐生大学医療保健学部 2) 金沢大学保健学系

3) 埼玉県立大学保健医療福祉学部 4) 高崎健康福祉大学保健医療学部

P-02-3 AYA 世代がんサバイバーを支援する養護教諭の調整 

名越 恵美 1), 犬飼 智子 2), 村上 日和 3), 松本 啓子 4) 
1) 岡山県立大学保健福祉学部 2) 川崎医療福祉大学保健看護学部

3) 国立がん研究センター中央病院 4) 香川大学医学部

P-02-4 工学系高専生と協働した性教育アプリ開発のためのアイデア創出ワークショップ 

高橋 佐和子 1), 伊藤 純子 2), 都築 啓太 3), 池山 敦 4), 榎本 貴志 3), 

木之本 奈美 3) 
1) 神奈川県立保健福祉大学 看護学科 2) 静岡県立大学 看護学部

3) 豊田工業高等専門学校 4) 皇学館大学

示説 第 3 群 健康づくり・ヘルスプロモーション／産業保健・職域保健 

P-03-1 都市部の団地居住者における食生活・食行動の問題の認識とその関連要因 

岸下 洸一朗 1), 大澤 まどか 2), 赤塚 永貴 2), 吉田 裕美 2), 田口 敦子 2), 

伊藤 貴子 3), 岩瀬 牧子 3), 小澤 直美 3), 永田 幸子 3), 梶川 美月 3),

中澤 寛美 3), 門脇 由美 3), 齋藤 修身 3)  
1) 慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科 2) 慶應義塾大学看護医療学部

3) 横浜市栄福祉保健センター福祉保健課
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P-03-2 定年退職後のシニア世代におけるヘルスプロモーション行動尺度原案の 

内容妥当性と表面妥当性の検証 

山埜 ふみ恵 1), 三木 明子 2) 
1) 大阪医科薬科大学看護学部、関西医科大学大学院看護学研究科博士後期課程 

2) 関西医科大学看護学部・看護学研究科 

P-03-3 ハンチントン病と遺伝に関する文献的考察ー地域看護の視点からー 

野正 佳余 1), 横山 美江 2) 
1) 大阪公立大学大学院看護学研究科先進ケア科学領域ヘルスプロモーションケア科学 

博士後期課程 

2) 大阪公立大学大学院看護学研究科先進ケア科学領域ヘルスプロモーションケア科学 

P-03-4 20-30 代就労男性の機会大量飲酒（Heavy episodic drinking）に関する研究 

HED の頻度と動機および場面に着目して 

岡田 ゆみ 1), 樋口 富枝 2), 麻生 浩司 1) 
1) 県立広島大学保健福祉学部 2) 無所属 

P-03-5 空腹時血糖が正常高値を示した一般事務職の A 氏の予防意識と保健行動に関する

研究 

目黒 優子 1), 中村 勝 2), 長澤 寮 3) 
1) 長岡崇徳大学看護学部看護学科 2) 新潟大学大学院保健学研究科 

3) 新潟大学医学部保健学科 

P-03-6 産業保健師の仕事と介護の両立支援に関する経験 

中堅期保健師 1 名へのインタビュー調査からの検討 

田邉 綾子 
宮崎大学医学部 

 

示説 第 4 群 高齢者保健・介護予防 

P-04-1 地域在住高齢者の e スポーツ体験における効果検証（第 1 報） 

嶋 雅奈恵 1), 米澤 洋美 1), 塚田 久恵 1), 室野 奈緒子 1), 金子 紀子 1),  

石原 亜美 1), 角谷 美幸 1), 寺田 恵理 1), 西 紅羽 1), 橋本 千愛 1) , 

橋本 知佳 1), 宮下 春菜 1), 峰松 健夫 1), 髙松 楓佳 1), 野村 風花 1),  

野口 博史 2), 内藤 泰男 3), 井上 貴雄 3), 上田 将也 3), 上野 慶太 3),  

石井 良平 3,４） 
1) 石川県立看護大学看護学部 2) 大阪公立大学大学院工学研究科電気電子系専攻 

3) 大阪公立大学大学院リハビリテーション学研究科 

4) 大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室 

P-04-2 地域在住高齢者の e スポーツ体験における効果検証（第 2 報） 

－ストレスへの影響について－ 

室野 奈緒子 1), 塚田 久恵 1), 米澤 洋美 1), 嶋 雅奈恵 1), 金子 紀子 1),  

石原 亜美 1), 角谷 美幸 1), 寺田 恵理 1), 西 紅羽 1), 橋本 千愛 1) , 

橋本 知佳 1), 宮下 春菜 1), 峰松 健夫 1), 髙松 楓佳 1), 野村 風花 1),  

野口 博史 2), 内藤 泰男 3), 井上 貴雄 3), 上田 将也 3), 上野 慶太 3),  

石井 良平 3,４） 
1) 石川県立看護大学看護学部 2) 大阪公立大学大学院工学研究科電気電子系専攻 

3) 大阪公立大学大学院リハビリテーション学研究科 

4) 大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室 

P-04-3 住民主体の通いの場に携わる住民協力者の活動に伴う認識と思い 

佐藤 紀子, 雨宮 有子, 細谷 紀子, 杉本 健太郎, 松浦 めぐみ 
千葉県立保健医療大学健康科学部看護学科 
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P-04-4◎ シニア向けオンライン運動プログラムの社会実装に向けた段階的な取り組みの報告 

大西 真衣, 野田 隆行, 川上 諒子, 兵頭 和樹, 山口 大輔, 西田 純世,  

甲斐 裕子, 荒尾 孝 
公益財団法人明治安田厚生事業団体力医学研究所 

P-04-5 首都圏郊外団地に暮らす超高齢者のレジリエンスとその関連要因：横断研究 

赤塚 永貴 1), 大澤 まどか 1), 吉田 裕美 1), 岸下 洸一朗 2), 田口 敦子 1), 

伊藤 貴子 3), 岩瀬 牧子 3), 小澤 直美 3), 永田 幸子 3), 梶川 美月 3), 

中澤 寛美 3), 門脇 由美 3), 齋藤 修身 3) 
1) 慶應義塾大学看護医療学部 2) 慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科 

3) 横浜市栄福祉保健センター福祉保健課 

 

示説 第 5 群 精神保健・看護 

P-05-1 Social ecological model からみる若者の『生きづらさ』の構造 

―インタビューの分析― 

今松 友紀 1), 有本 梓 1), 小林 由美子 1), 三宮 柾名 1), 佐藤 みほ 2) 
1) 横浜市立大学大学院医学研究科 地域看護学分野 

2) 横浜市立大学大学院医学研究科 基礎看護学分野 

P-05-2 長期入院を経験した精神障害者の地域生活継続における課題と今後の生活への

思い 

桜井 円香 1), 成田 太一 2), 石田 真由美 3), 清水 智嘉 4), 小林 恵子 5) 
1) 前新潟大学医学部保健学科 2) 新潟大学大学院保健学研究科 

3) 新潟青陵大学看護学部 4) 山梨県立大学看護学部 

5) 佐久大学大学院看護学研究科 

P-05-3 地域で暮らす精神障害者を支援する保健師と看護師の連携に関する研究の動向

と今後の課題 

中村 郁美 1), 霜山 薫 2) 
1) 群馬県立県民健康科学大学看護学研究科博士後期課程 

2) 西武文理大学看護学部看護学科 

 

示説 第 6 群 障害児・者支援 

P-06-1 発達支援担当保健師が捉えた発達障害児者と家族支援の課題 

ペアレントメンターとの協働を視野に入れて 

西嶋 真理子 1), 柴 珠実 1), 仲野 由香利 2), 増田 裕美 3) 
1) 愛媛大学大学院医学系研究科 2) 聖カタリナ大学短期大学部 

3) 聖カタリナ大学看護学部 

P-06-2 医療的ケア児の保護者から見た行政保健師の支援内容 

石川 志麻 1), 藤田 美江 2) 
1) 慶應義塾大学看護医療学部 2) 創価大学看護学部 

P-06-3 侵襲的人工呼吸器装着 ALS 患者の COVID19 感染流行期を含む 14 年間の 

心理的状態の変化と関連要因に関する縦断的研究 

平野 優子 
慶應義塾大学看護医療学部 
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示説 第 7 群 在宅ケア・在宅移行支援 

P-07-1 訪問看護師による高齢介護者への支援に関する文献研究 

本郷 貴士 1), 門倉 康恵 1), 森永 裕美子 2) 
1) 吉備国際大学 看護学部看護学科 2) 岡山県立大学 保健福祉学部看護学科 

P-07-2 独居高齢者の在宅復帰に影響するキーパーソンの思い 

自宅に帰るためにどのような困難を乗り越えているか 

早川 杏奈, 大口 亜希奈 
飯山赤十字病院 医療社会事業部 

P-07-3 急性期から在宅医療へ多職種連携したシームレスな心不全診療における看護師と

しての活動 

平口 幸歩, 石川 美保 
公立学校共済組合 四国中央病院・看護部 

P-07-4 訪問看護開始後 1 ヶ月以内に死亡した終末期がん在宅療養者の在宅死希望実現

に向けた訪問看護師の支援 

常俊 千絵 1,2), 長谷川 美香 3) 
1) 福井大学大学院医学系研究科 修士課程 看護学専攻 

2) 福井光包括支援センター 

3) 福井大学学術研究院医学系部門 コミュニティ看護学 

 

示説 第 8 群 地域組織活動・グループ支援 

P-08-1 都市部在住高齢者における「通いの場」参加の効果と活動継続に向けた課題 

－活動参加者の視点から－ 

伊藤 絵梨子, 岩田 由香, 後藤 直子, 有本 梓 
横浜市立大学大学院医学研究科地域看護学分野 

P-08-2 子育て世代が担い手として住民組織活動に参加する要因と体験 

：首都圏郊外のニュータウンでの質的研究 

田口 敦子 1), 多胡 ことね 1), 三森 寧子 2), 赤塚 永貴 1), 大澤 まどか 1) 
1) 慶應義塾大学看護医療学部 2) 千葉大学教育学部 

P-08-3 感染症流行下において子どもの居場所の継続に資する要因 

藤村 保志花 1), 神宮 梓 2), 辻 よしみ 1), 植原 千明 1) 
1) 香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科 2) 香川大学医学部附属病院 

P-08-4 組織化された共同社会の努力を住民とともに実現するための看護専門職の 

支援内容の特徴 

城 諒子 
富山大学学術研究部医学系地域看護 

P-08-5 保健師の自助グループ・住民組織支援のガイドライン項目案の検討 

植村 直子 1), 宮﨑 美砂子 2) 
1) 東邦大学健康科学部 2) 千葉大学大学院 看護学研究院 地域創成看護学講座 
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示説 第 9 群 地域包括ケア・協働・連携 

P-09-1 A 保健所管内における精神科長期入院患者の地域移行促進に関する研究 

重富 勇 1), 阿野 忍 2), 太田 希 2), 石丸 夕貴 2), 川上 総子 2) 
1) 長崎県立大学看護栄養学部 2) 長崎県西彼保健所 

P-09-2 退院支援部門に所属する看護師の退院支援実践力、ストレスが職業的アイデンティ

ティに与える影響 

前野 綾子 1), 文 聲鐘 2) 
1) coconara巽クリニック 2) 畿央大学 

P-09-3 都市部における互助機能評価尺度の開発 

互助を促す支援者が評価する互助機能 

井口 理 1), 佐藤 太地 1), 池田 晋平 2), 山岸 貴子 3), 石田 千絵 1) 
1) 日本赤十字看護大学看護学部 2) 東京工科大学医療保健学部 

3) 東北文化学園大学医療福祉学部 

 

示説 第 10 群 地域づくり・ソーシャルキャピタル 

P-10-1 子ども食堂運営における課題および利用する貧困家庭に向けた食育方法の検討 

新田 美優 1), 永嶺 仁美 2) 
1) 東京大学医学附属病院看護部 2) 和洋女子大学看護学部 

P-10-2 野宿生活の長期化に影響を与える野宿生活者の経験 

―跡継ぎを期待された A 氏の語りから― 

白井 裕子 
愛知医科大学看護学部 

P-10-3 市町村の生活保護担当課に配置された保健師が重視する支援 

田村 須賀子 1), 安田 貴恵子 2), 酒井 久美子 2), 山崎 洋子 3) 
1) 富山大学学術研究部医学系 2) 長野県看護大学看護学部 

3) 元(前)健康科学大学看護学部 

 

示説 第 11 群 健康危機管理 

P-11-1 マスクの原則着用緩和後の看護学生におけるマスク着用動機とマスク着用行動に

関連する要因 

富岡 莉彩, 田島 藍子, 中村 泉結, 森木 絵理, 和田 陽花, 駒田 真由子 
東京医療保健大学東が丘看護学部 

P-11-2 WebGIS を用いた能登半島地震における保健師活動支援マップの作成 

堀池 諒 1), 青崎 聖花 2), 小松 清か 3), 二宮 遥 4), 川井 ゆう 5),  

松本 若菜 6), 板谷 智也 7), 佐々木 亮平 8), 中井 寿雄 9), 田中 健太郎 10), 

髙橋 裕太朗 11) 
1) 大阪医科薬科大学看護学部公衆衛生看護学分野 

2) JICA海外協力隊(2023年度 3次隊ガーナ) 3) 大阪市住之江区役所保健福祉課 

4) 大阪市生野区役所保健福祉課 5) 兵庫県立尼崎総合医療センター 

6) 堺市健康福祉局 7) 宮崎大学医学部看護学科 

8) 岩手医科大学全学教育推進機構教養教育センター 9) 高知県立大学看護学部 

10) 大阪公立大学大学院看護学研究科地域看護学 

11) 金沢大学医薬保健研究域保健学系 
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示説 第 12 群 看護管理・人材育成・キャリア支援 

P-12-1 A 市内で勤務する介護支援専門員のジョブ・クラフティングの実態 

菊池 真弓 1), 吉田 和樹 1), 照井 稔宏 2), 井出 浩一 3), 黒田 美香 1),  

いわき市 主任介護支援専門員チーム 4), 鎌田 真理子 5) 
1) 医療創生大学看護学部看護学科 2) 福島県立医科大学 3) 岩手県 

4) いわき市主任介護支援専門員チーム 5) 医療創生大学心理学部臨床心理学科 

P-12-2 ADQ（Approaches to Dementia Questionnaire）インドネシア語版の 

信頼性・妥当性の検討 

WoroMustika Weni 1), 清水 恵 1), 安藤 千晶 2), 尾﨑 章子 1) 
1) 東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 老年・在宅看護学分野 

2) 東京都健康長寿医療センター研究所  認知症未来社会創造センター 

P-12-3 派遣保健師の市町村での活動内容と得たこと 

伊丹 幸子, 山﨑 洋子 
健康科学大学 看護学部 

P-12-4 コロナ禍に就職した新潟県内の新任期保健師が経験した実践内容と現任教育体制 

成田 太一 1), 佐藤 美由紀 1), 井上 智代 1), 室岡 真樹 2), 細道 奈穂子 3), 

今村 円香 4), 山下 優子 1), 高橋 昌也 4), 帆苅 久美 4) 
1) 新潟大学大学院保健学研究科 2) 新潟県長岡地域振興局 

3) 新潟市医師会地域医療推進室 4) 新潟県福祉保健部 

P-12-5 新潟県行政機関における新任期保健師の現任教育体制と離職 

県保健所と市町村の比較 

佐藤 美由紀 1), 成田 太一 1), 井上 智代 1), 室岡 真樹 2), 細道 奈穂子 3), 

今村 円香 4), 山下 優子 1), 高橋 昌也 1), 帆苅 久美 4) 
1) 新潟大学大学院保健学研究科 2) 新潟県長岡地域振興局 

3) 新潟市医師会地域医療推進室 4) 新潟県福祉保健部 

P-12-6 中堅前期保健師研修会のアンケート評価に基づく効果の検証 

細谷 紀子 1), 山﨑 由佳 2), 川﨑 由紀 2), 福田 浩子 3) 
1) 千葉県立保健医療大学健康科学部看護学科 2) 千葉県健康福祉部健康づくり支援課 

3) 元千葉県健康福祉部健康づくり支援課 

P-12-7 統括保健師の人材育成・人事管理に関する評価項目の検討 

佐藤 美樹 1), 吉岡 京子 2), 塩見 美抄 3), 細谷 紀子 4), 藤井 仁 5),  

茂木 りほ 1), 本田 千可子 2), 松本 博成 2), 角川 由香 6), 平 和也 3),  

三浦 貴大 7) 
1) 国立保健医療科学院生涯健康研究部 

2) 東京大学大学院医学系研究科健康科学看護学専攻地域看護学分野 

3) 京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻地域健康創造看護学 

4) 千葉県立保健医療大学健康科学部看護学科 5) 目白大学看護学部看護学科 

6) 東京大学大学院医学系研究科健康科学看護学専攻高齢者在宅長期ケア看護学分野 

7) 国立研究開発法人産業技術総合研究所人間拡張研究センター共創場デザイン研究チーム 

P-12-8 自治体のリーダー保健師の組織マネジメントに関する育成研修の効果評価 

杉田 由加里 1), 田中 美延里 2), 米増 直美 3), 小野 志保 4), 栗原 美香 4), 

森 絵美 4) 
1) 千葉大学大学院看護学研究院 2) 愛媛県立医療技術大学保健科学部 

3) 岐阜県立看護大学 4) 愛媛県保健福祉部社会福祉医療局医療対策課 
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示説 第 13 群 看護教育 

P-13-1 中堅・熟練訪問看護師を対象とした「地域・在宅看護」教育に対するニーズ調査 

藤原 弥生 1), 藤澤 純子 1), 松岡 真紀子 2) 
1) 岩手医科大学看護学部地域包括ケア講座 

2) 前岩手医科大学看護学部地域包括ケア講座 

P-13-2 事例や状況を用いた看護実践の教育手法の動向 

日本の学士課程看護専門科目の教室内プログラムの文献調査より 

牛尾 裕子 1), 斎藤 美矢子 1), 村上 祐里香 1), 田村 須賀子 2), 城 諒子 2), 

嶋澤 順子 3), 大澤 真奈美 4), 佐藤 紀子 5), 沖林 洋平 6) 
1) 山口大学大学院医学系研究科 2) 富山大学学術研究部医学系 

3) 東京慈恵会医科大学医学部 4) 群馬県立県民健康科学大学看護学部 

5) 千葉県立保健医療大学健康科学部 6) 山口大学教育学部 

P-13-3 公衆衛生看護学実習における事例検討会での学生の学び 

植原 千明, 藤村 保志花, 辻 よしみ 
香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科 

P-13-4 実習を通し公衆衛生看護の理解をもたらす経験 

村上 祐里香 1), 牛尾 裕子 1), 田村 須賀子 2), 嶋澤 順子 3), 大澤 真奈美 4), 

城 諒子 2), 佐藤 紀子 5), 斎藤 美矢子 1), 沖林 洋平 6) 
1) 山口大学大学院医学系研究科 2) 富山大学学術研究部医学系 

3) 東京慈恵会医科大学医学部 4) 群馬県立県民健康科学大学看護学部 

5) 千葉県立保健医療大学健康科学部 6) 山口大学教育学部 

P-13-5 COVID-19 の影響下における保健師学生の卒業時の到達度による教育評価 

地域の健康課題の明確化と計画・立案する能力に着目して 

柴田 亜希, 石﨑 順子, 丹野 祐美, 伊草 綾香, 関 美雪, 服部 真理子,  

黒澤 恭子 
埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科 
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協賛一覧 （五十音順、敬称略） 

オンデマンド共催セミナー

イオンライフ株式会社

大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部東北支店 

東北大学災害科学国際研究所 

プログラム集広告 

株式会社医学書院 医歯薬出版株式会社 

医療法人桑友会佐藤裕也眼科医院 有限会社社会保険実務研究所 

中央法規出版株式会社 株式会社メヂカルフレンド社 

ユサコ株式会社 株式会社ワールドプランニング 

バナー広告・幕間広告 

株式会社エピグノ エルゼビア・ジャパン株式会社

宮城大学他共催「価値検証フィールドワーク・プログラム」 

地域保健 はらクリニック 

株式会社MEETUP STOCK 

寄付 

伊藤 康史  フリーランス栄養士 川崎洋子

医療法人桑友会佐藤裕也眼科医院 株式会社DSG 

匿名希望 ユサコ株式会社

株式会社ユピア 

助成 

公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団 公益財団法人仙台観光国際協会 

協力 

丸善仙台アエル店 

（２０２４年 6月 7日現在） 

学術集会の開催にあたり、皆様から多大なるご支援を賜りました。 

謹んで御礼申し上げます。 

日本地域看護学会第２７回学術集会 

学術集会長 大森 純子 

副学術集会長 浦山 美輪 

48



日本地域看護学会 第２７回学術集会 

委員一覧  

学術集会長 

大森 純子 東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 

副学術集会長 

浦山 美輪 東北大学病院看護部看護管理室 

企画運営委員 （五十音順） 

江角 伸吾 宮城大学看護学群地域看護学領域 

尾崎 章子 東北大学大学院医学系研究科老年・在宅看護学分野 

小澤 涼子 天使大学看護栄養学部看護学科  

北宮 千秋 弘前大学大学院保健学研究科看護学領域 

今野 浩之 山形県立保健医療大学保健医療学部看護学科 

佐藤 清湖 仙台青葉学院短期大学看護学科 

佐野 ゆり 仙台市健康福祉局保健衛生部健康政策課 

塩野 悦子 東北福祉大学健康科学部保健看護学科 

下山田 鮎美 東北福祉大学健康科学部保健看護学科 

杉内 美佐子 医療法人社団愛生会昭和病院 

高橋 和子 宮城大学看護学群在宅看護学領域 

畑山 明美 仙台市宮城野区保健福祉センター家庭健康課 

日向 園惠 日本赤十字社石巻赤十字病院看護部 

森田 誠子 日本赤十字秋田看護大学看護学部 

事務局・委員 （順不同） 

松永  篤志 東北大学大学院医学系研究科公衆衛生看護学分野 

中野 久美子 同上 

原 ゆかり 同上 

岩本  萌 同上 

松野 あやえ 同上 

江川  優子 同上 
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https://jachn27.yupia.net/学術集会Webサイト

後　援

宮城県　 仙台市　 宮城県市長会　 宮城県町村会

公益社団法人 宮城県看護協会　 宮城県訪問看護ステーション連絡協議会

一般社団法人 宮城県助産師会　 全国保健師長会宮城県支部

社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会　 特定非営利活動法人 宮城県ケアマネジャー協会

一般社団法人 宮城県社会福祉士会　 宮城県地域包括・在宅介護支援センター協議会

仙台市地域包括支援センター連絡協議会　 一般社団法人 全国訪問看護事業協会

助　成

公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団

公益財団法人 仙台観光国際協会

日本地域看護学会第27回学術集会 事務局
東北大学大学院医学系研究科 公衆衛生看護学分野

〒980-8575  宮城県仙台市青葉区星陵町 2-1

運営事務局（株式会社ユピア）　jachn27@yupia.net

日本地域看護学会第27回学術集会
2024年 6月発行
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